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宮
本
久
義
先
生
を
送
る

　

宮
本
久
義
先
生
は
こ
の
た
び
定
年
を
お
迎
え
に
な
り
、
東
洋
大
学
教
授
の
職
を
退
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
東
洋
思
想
文
化
学
科
は

完
成
年
度
に
達
し
て
い
な
い
の
で
今
後
も
し
ば
ら
く
の
間
は
ご
出
講
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
ひ
と
つ
の
区
切
り
と
な
る
と

い
う
こ
と
で
、
本
号
を
献
呈
し
拙
文
を
も
っ
て
先
生
を
お
送
り
す
る
言
葉
と
し
た
い
。

　

宮
本
先
生
は
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
東
洋
哲
学
科
の
ご
出
身
で
、
大
学
院
修
士
課
程
修
了
後
は
イ
ン
ド
の
バ
ナ
ー
ラ
ス
・
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
大
学
（BH

U

）
に
学
び
、「
サ
ー
ン
キ
ヤ
・
ヨ
ー
ガ
学
派
の
時
間
概
念
」
の
研
究
に
よ
っ
て
哲
学
博
士
（Ph.D

.

）
の
学
位
を

取
得
さ
れ
た
。
本
学
イ
ン
ド
哲
学
科
に
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
る
以
前
か
ら
正
統
派
の
イ
ン
ド
古
典
哲
学
や
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
な
ど
を
講

じ
、
そ
の
後
は
ヨ
ー
ガ
や
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
他
、
イ
ン
ド
の
現
代
を
扱
っ
た
講
義
も
担
当
さ
れ
、
宮
本
ゼ
ミ
（
演
習
）
で
は
こ
れ

ら
の
他
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
神
話
や
古
典
文
学
な
ど
、
広
範
な
イ
ン
ド
文
化
の
諸
相
を
扱
わ
れ
た
。
学
生
を
率
い
て
現
地
調
査
す
る
、
イ

ン
ド
人
研
究
者
を
本
学
に
招
聘
す
る
な
ど
、
講
義
以
外
に
も
学
生
に
知
的
刺
激
を
与
え
続
け
る
先
生
は
、
そ
の
広
範
な
学
識
と
懇
切
丁

寧
な
指
導
の
ゆ
え
に
多
く
の
学
生
に
慕
わ
れ
て
い
る
。
研
究
室
か
ら
は
閉
門
直
前
ま
で
学
生
と
対
話
す
る
声
が
聞
こ
え
、
そ
の
講
筵
に

連
な
る
こ
と
を
求
め
た
者
は
出
身
大
学
を
問
わ
な
か
っ
た
。
非
常
勤
講
師
と
し
て
教
鞭
を
と
ら
れ
た
大
学
は
、
本
学
の
他
に
は
母
校
の

早
稲
田
大
学
、
東
京
大
学
な
ど
多
数
に
お
よ
び
、
先
生
が
学
者
と
し
て
教
師
と
し
て
及
ぼ
し
た
影
響
の
広
さ
と
深
さ
は
、
ま
っ
た
く
比

類
の
無
い
も
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
古
典
哲
学
の
文
献
学
的
研
究
か
ら
出
発
し
た
先
生
で
あ
る
が
、
長
期
間
に
わ
た
る
イ
ン
ド
滞
在
の
経
験
か
ら
現
地
の
事
情
に

も
精
通
し
て
お
ら
れ
、
こ
と
の
新
旧
を
問
わ
ず
、
お
よ
そ
イ
ン
ド
に
関
し
て
ご
存
じ
な
い
こ
と
は
な
い
、
と
さ
え
思
わ
れ
た
。
研
究
の
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フ
ィ
ー
ル
ド
は
文
献
資
料
に
と
ど
ま
ら
ず
、
た
び
た
び
の
現
地
調
査
を
通
じ
て
他
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
層
的
な
研
究
領
域
が

構
築
さ
れ
て
い
る
。

　

東
洋
大
学
に
赴
任
さ
れ
て
か
ら
は
諸
種
の
学
内
委
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
科
主
任
（
現
「
学
科
長
」）、
大
学
院
専
攻
主
任
を
歴

任
さ
れ
、
そ
の
冷
静
な
判
断
と
温
和
な
お
人
柄
は
、
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
長
や
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
と
い
っ

た
学
内
の
要
職
に
先
生
を
と
ど
め
た
。
困
難
な
課
題
が
山
積
す
る
中
、
淡
々
と
、
そ
し
て
粛
々
と
職
責
を
果
た
さ
れ
、
本
学
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
を
含
む
南
ア
ジ
ア
の
研
究
は
極
め
て
広
範
囲
に
及
び
、
そ
の
全
体
に
目
を
配
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
先
生
は
日
本
南

ア
ジ
ア
学
会
の
事
務
局
長
を
三
年
に
わ
た
っ
て
お
務
め
に
な
り
、
学
会
事
務
局
は
先
生
の
指
導
の
も
と
で
、
南
ア
ジ
ア
研
究
の
発
展
を

支
え
た
。
そ
の
後
も
常
任
理
事
と
し
て
重
責
を
担
っ
て
お
ら
れ
る
。

　

思
い
出
す
こ
と
は
尽
き
ず
、
書
く
べ
き
こ
と
は
ま
だ
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
だ
が
、
最
後
に
い
さ
さ
か
個
人
的
な
思
い
出
を
記
す

る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
私
が
初
め
て
宮
本
久
義
と
い
う
名
を
知
っ
た
の
は
三
十
年
近
く
も
前
、
諏
訪
湖
の
ほ
と
り
で
開
か

れ
た
研
究
合
宿
の
自
己
紹
介
の
席
で
あ
っ
た
。
研
究
情
報
の
乏
し
い
地
方
大
学
の
大
学
院
に
入
っ
た
ば
か
り
で
自
分
の
研
究
課
題
も
決

め
か
ね
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
数
年
間
に
わ
た
る
イ
ン
ド
留
学
を
経
験
さ
れ
た
と
い
う
先
生
は
、
仰
ぎ
見
る
存
在
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
十
数
年
を
経
て
、
あ
る
学
会
で
研
究
発
表
の
司
会
を
お
務
め
に
な
っ
た
際
に
は
「
沼
田
さ
ん
、
さ
っ
き
の
発
表
を
学
会
誌
に

英
文
で
投
稿
し
た
ら
ど
う
で
す
か
。」
と
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
。
原
稿
は
学
科
紀
要
に
日
本
語
で
発
表
し
た
の
だ
が
、
私
は
そ
の
同
じ

学
科
に
先
生
と
と
も
に
勤
務
し
て
隣
の
部
屋
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
部
の
講
義
が
終
わ
っ
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
帰
宅
し
よ
う
と
す
る
と
、
隣
室
に
は
い
つ
も
明
か
り
が
灯
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は

そ
れ
も
見
ら
れ
な
く
な
る
と
思
う
と
心
細
く
感
じ
る
の
だ
が
、
長
き
に
わ
た
っ
て
活
躍
さ
れ
た
先
生
に
は
、
し
ば
し
の
休
息
を
お
取
り
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い
た
だ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
今
後
ま
す
ま
す
ご
健
康
で
、
学
問
を
楽
し
ま
れ
る
生
活
の
続
く
こ
と
を
お
祈
り
し
、
私
ど
も

後
進
に
も
範
を
垂
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
切
に
お
願
い
し
て
筆
を
擱
く
。

第
二
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
長　

沼
田
一
郎　
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宮
本
久
義 

教
授
　
略
歴
・
業
績
目
録

　
略
　
歴
　

昭
和
二
五
年　

一
月　
　

東
京
都
浅
草
生
ま
れ

昭
和
四
三
年　

三
月　
　

東
京
都
立
上
野
高
等
学
校
卒
業

昭
和
四
四
年　

四
月　
　

早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
入
学

昭
和
四
九
年　

三
月　
　

同
学
部
東
洋
哲
学
科
卒
業

昭
和
四
九
年　

四
月　
　

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
東
洋
哲
学
専
攻
入
学

昭
和
五
二
年　

三
月　
　

同
専
攻
修
了

昭
和
五
三
年　

一
月　
　

バ
ナ
ー
ラ
ス
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
大
学
大
学
院
博
士
課
程
哲
学
専
攻
入
学

昭
和
五
九
年
一
二
月　
　

同
専
攻
修
了

昭
和
六
〇
年
一
〇
月　
　

Ph.D
.

（
哲
学
博
士
）
学
位
取
得
（
バ
ナ
ー
ラ
ス
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
大
学
）

昭
和
六
一
年　

四
月　
　

大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
部
非
常
勤
講
師
（
平
成
五
年
三
月
ま
で
）

平
成　

四
年　

四
月　
　

山
村
女
子
短
期
大
学
国
際
文
化
科
非
常
勤
講
師
（
平
成
一
〇
年
三
月
ま
で
）

平
成　

五
年　

四
月　
　

早
稲
田
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
平
成
一
八
年
三
月
ま
で
）

平
成　

七
年　

四
月　
　

早
稲
田
大
学
人
間
科
学
部
非
常
勤
講
師
（
平
成
八
年
三
月
ま
で
）

平
成　

九
年　

四
月　
　

東
洋
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
平
成
一
七
年
三
月
ま
で
）
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平
成
一
二
年　

四
月　
　

大
正
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
平
成
一
七
年
三
月
ま
で
）

平
成
一
三
年　

四
月　
　

�

東
京
大
学
文
学
部
・
人
文
社
会
系
研
究
科
非
常
勤
講
師
（
平
成
二
〇
年
九
月
ま
で
。
平
成
一
四
、一
五
、一
九

年
度
は
通
年
、
そ
の
他
の
年
度
は
半
期
）

平
成
一
四
年　

四
月　
　

早
稲
田
大
学
人
間
科
学
部
非
常
勤
講
師
（
平
成
二
四
年
三
月
ま
で
）

平
成
一
七
年　

四
月　
　

東
洋
大
学
文
学
部
教
授
（
現
在
に
至
る
）

平
成
一
七
年　

四
月　
　

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
（
現
在
に
至
る
）

平
成
一
八
年　

四
月　
　

東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
（
平
成
二
三
年
三
月
ま
で
）

平
成
一
八
年　

四
月　
　

�

東
洋
大
学
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
連
携
研
究

機
構
研
究
員
（
平
成
二
三
年
三
月
ま
で
）

平
成
一
九
年　

四
月　
　

文
学
部
第
一
部
イ
ン
ド
哲
学
科
主
任
（
平
成
二
一
年
三
月
ま
で
）

平
成
一
九
年　

四
月　
　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
評
議
員
（
現
在
に
至
る
）

平
成
一
九
年
一
〇
月　
　

�

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
常
務
理
事
（
平
成
二
六
年
三
月
ま
で
。
平
成
二
一
年
一
〇
月
～
平
成
二
四
年
九
月
は
事

務
局
長
）

平
成
二
一
年　

四
月　
　

大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
主
任
（
平
成
二
三
年
三
月
ま
で
）

平
成
二
一
年　

四
月　
　

早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
理
事
（
現
在
に
至
る
）

平
成
二
三
年　

四
月　
　

大
学
院
文
学
研
究
科
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
主
任
（
平
成
二
四
年
三
月
ま
で
）

平
成
二
三
年　

七
月　
　

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
（
現
在
に
至
る
）

平
成
二
四
年　

四
月　
　

大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
長
（
平
成
二
六
年
三
月
ま
で
）
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平
成
二
四
年　

四
月　
　

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
（
現
在
に
至
る
）

平
成
二
五
年　

三
月　
　

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
非
常
勤
講
師
（
集
中
講
義
）

平
成
二
六
年　

四
月　
　

東
京
大
学
文
学
部
・
人
文
社
会
系
研
究
科
非
常
勤
講
師
（
平
成
二
六
年
九
月
ま
で
）

　
著
書
・
編
著

『
イ
ン
ド
・
道
の
文
化
誌
』（
共
編
著　

春
秋
社　

平
成
七
年
二
月
）
一
～
三
二
八
頁

『
イ
ン
ド
お
も
し
ろ
不
思
議
図
鑑
』（
共
編
著　

新
潮
社　

平
成
八
年
一
月
）
一
～
一
二
〇
頁

『
チ
ベ
ッ
ト
巡
礼
』（
共
著　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ　

平
成
九
年
二
月
）
一
〇
七
～
一
二
三
頁

『
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
聖
地　

思
索
の
旅
』（
単
著　

山
川
出
版
社　

平
成
一
五
年
四
月
）
一
～
二
四
〇
頁

『
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
事
典
』（
共
著　

東
京
堂
出
版　

平
成
一
七
年
一
一
月
）
一
五
～
一
〇
二
、二
三
五
～
二
四
二
、二
五
一
～

二
六
八
、三
〇
一
～
三
〇
四
頁

　
研
究
論
文

T
he�Concept�of�T

im
e�in�the�Sām

4khya�and�the�Y
oga�System

s

：A�Critical�and�Com
parative�Study.（Ph.D

.

論
文
バ
ナ
ー

ラ
ス
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
大
学
に
提
出　

昭
和
五
九
年
一
二
月
）
一
～
二
四
五
頁

「『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
に
見
ら
れ
る
時
間
意
識
」『
東
洋
研
究
』
第
八
六
号
（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所　

昭
和
六
三
年
三
月
）

一
五
～
三
一
頁

「
サ
ー
ン
キ
ヤ
哲
学
に
お
け
る
時
間
概
念
」『
東
洋
研
究
』
第
九
一
号
（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所　

平
成
元
年
三
月
）
二
七
～
四
九
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頁

「
北
イ
ン
ド
の
祝
祭
空
間
」『
コ
ッ
ラ
ニ
』
第
一
三
号
（
コ
ッ
ラ
ニ
編
集
部　

平
成
元
年
九
月
）
八
～
三
五
、一
〇
八
～
一
一
〇
頁

「
氷
河
上
の
聖
窟
を
め
ざ
し
て
」『
季
刊
民
族
学
』
第
五
二
号
（
千
里
文
化
財
団　

平
成
二
年
四
月
）
六
～
二
五
頁

「
聖
河
の
流
れ
る
谷
─
ウ
ッ
タ
ラ
ー
カ
ン
ド
四
大
聖
地
巡
礼
─
」『
季
刊
民
族
学
』
第
五
四
号
（
千
里
文
化
財
団　

平
成
二
年
一
〇
月
）

二
〇
～
三
三
頁

「
ヨ
ー
ガ
：
精
神
と
身
体
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
」『
古
代
イ
ン
ド
・
ペ
ル
シ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
』（
松
浪
健
四
郎
・
河
野
亮
仙
編　

ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社　

平
成
三
年
六
月
）
一
四
二
～
一
四
九
頁

「
複
合
的
聖
地
カ
イ
ラ
ー
ス
」『
季
刊
民
族
学
』
第
六
四
号
（
千
里
文
化
財
団　

平
成
五
年
四
月
）
九
八
～
一
一
四
頁

「
パ
ー
ン
の
文
化
誌
」『
コ
ッ
ラ
ニ
』
第
一
四
号
（
コ
ッ
ラ
ニ
編
集
部　

平
成
五
年
九
月
）
七
四
～
九
〇
頁

「
聖
地
カ
イ
ラ
ー
ス
巡
礼
の
宗
教
的
背
景
と
実
態
」『
東
洋
研
究
』
第
一
一
一
号
（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所　

平
成
六
年
三
月
）
一

～
二
三
頁

「
つ
く
ら
れ
た
宗
教
都
市
バ
ナ
ー
ラ
ス
」『
季
刊
民
族
学
』
第
七
一
号
（
千
里
文
化
財
団　

平
成
七
年
一
月
）
二
〇
～
三
七
頁

「
ヨ
ー
ガ
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
」『
東
洋
医
学
と
人
間
科
学
』
第
五
号
（
早
稲
田
大
学
人
間
科
学
部　

平
成
八
年
三
月
）
五
七
～
九
三

頁

「
イ
ン
ド
思
想
に
お
け
る
伝
統
的
行
法
と
医
術
─
ヨ
ー
ガ
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
─
」『
東
洋
医
学
と
人
間
科
学
』
第
六
号
（
早
稲
田
大

学
人
間
科
学
部　

平
成
九
年
三
月
）
五
三
～
八
〇
頁

「
カ
ル
マ
─
未
来
の
生
を
決
め
る
も
の
─
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
二
号
（
勉
誠
出
版　

平
成
一
一
年
三
月
）
五
〇
～
五
七
頁

「
九
ド
ゥ
ル
ガ
ー
成
就
ヤ
ン
ト
ラ
の
銅
板
に
関
す
る
所
見
」『
イ
ン
ド
考
古
研
究
』
第
二
〇
号
（
イ
ン
ド
考
古
研
究
会　

平
成
一
一
年
七
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月
）
八
四
～
八
八
頁

Research�and�Studies�of�Sanskrit�Literature�in�Japan

：T
rends�and�Prospect,�in�Im

aging India Im
aging Japan: A

 

Chronicle of R
eflections on M

utual Literature.�（Eds.�U
.�Sachidanand�and�T

.�Sakata

）�M
anak�Publications

（
平

成
一
六
年
）
二
七
八
～
二
八
五
頁

「
建
築
書『
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
ー
・
ヴ
ァ
ー
ス
ト
ゥ
ヴ
ィ
デ
ィ
ヤ
ー
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ（M

añjuśriī�V
āstuvidyāśāstra

）』の
設
計
法
則
・

ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
寺
院
建
築
の
設
計
法
則　

そ
の
２
」『
建
築
史
学
』
第
四
四
号
（
建
築
史
学
会　

黒
河
内
宏
昌
氏
と
全
頁
共
著

　

平
成
一
七
年
三
月
）
三
九
～
七
六
頁

「『
マ
ツ
ヤ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
所
収
の
「
ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
ス
ィ
ー
・
マ
ー
ハ
ー
ト
ミ
ヤ
」
に
つ
い
て
」『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
・
イ
ン
ド

哲
学
科
篇
』
第
五
九
集
（
平
成
一
八
年
三
月
）
一
八
一
～
二
〇
〇
頁

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
輪
廻
と
解
脱
」『
東
洋
に
お
け
る
死
の
思
想
』（
吉
原
浩
人
編　

春
秋
社　

平
成
一
八
年
七
月
）
五
～
二
五

頁

「『
カ
ー
シ
ー
・
ラ
ハ
ス
ヤ
』
に
見
ら
れ
る
聖
地
巡
礼
の
作
法
」『
東
洋
学
研
究
』
第
四
四
号
（
東
洋
学
研
究
所　

平
成
一
九
年
三
月
）

一
一
九
～
一
三
〇
頁

「『
マ
ツ
ヤ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
第
一
八
三
章
：
和
訳
と
註
解
─
『
マ
ツ
ヤ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
所
収
の
「
ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
ス
ィ
ー
・
マ
ー
ハ
ー
ト
ミ
ヤ
」

に
つ
い
て
（
２
）」『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
・
イ
ン
ド
哲
学
科
篇
』
第
六
〇
集
（
平
成
一
九
年
三
月
）
一
三
五
～
一
五
八
頁

「
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
に
見
ら
れ
る
共
生
思
想
」『
共
生
思
想
研
究
年
報
二
〇
〇
六
』（
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー　

平
成
一
九
年
三
月
）
七
五
～
八
二
頁

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
聖
地
巡
礼
の
作
法
─
『
カ
ー
シ
ー
・
ラ
ハ
ス
ヤ
』
中
の
パ
ン
チ
ャ
ク
ロ
ー
シ
ー
巡
礼
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
多
民
族
社
会
に
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お
け
る
宗
教
と
文
化
』
一
一
号
（
宮
城
学
院
女
子
大
学　

平
成
二
〇
年
三
月
）
一
九
～
三
七
頁

「
叙
事
詩
の
世
界
を
生
き
る
神
劇　

ラ
ー
ム
・
リ
ー
ラ
ー
」『
神
話
と
芸
能
の
イ
ン
ド
』（
鈴
木
正
崇
編　

山
川
出
版
社　

平
成
二
〇
年

八
月
）
七
一
～
九
〇
頁

「『
マ
ツ
ヤ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
第
一
八
四
章
：
和
訳
と
註
解
─
『
マ
ツ
ヤ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
所
収
の
「
ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
ス
ィ
ー
・
マ
ー
ハ
ー
ト
ミ
ヤ
」

に
つ
い
て
（
３
）」『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
・
イ
ン
ド
哲
学
科
篇
』
第
六
二
集
（
平
成
二
一
年
三
月
）
一
二
〇
～
一
三
四
頁

「
イ
ン
ド
に
お
け
る
宗
教
間
共
生
へ
の
課
題
─
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
祭
礼
ラ
ー
ム
・
リ
ー
ラ
ー
の
考
察
に
基
づ
い
て
」『
共
生
思
想
研
究
年

報
二
〇
〇
八
』（
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー　

�

平
成
二
一
年
三
月
）
七
五
～
八
一
頁

「
イ
ン
ド
の
自
然
観
と
環
境
問
題
」『「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
研
究
』
第
四
号
（
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機
構　

平
成

二
二
年
三
月
）
三
五
～
四
二
頁

「
ガ
ン
ジ
ス
川
を
め
ぐ
る
イ
ン
ド
の
環
境
問
題
」『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
入
門
─
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
知
と
行
為
の
創
出
』（
松
尾
友
矩
・

竹
村
牧
男
・
稲
垣
諭
編　

ノ
ン
ブ
ル
社　

平
成
二
二
年
一
月
）
五
一
～
六
四
頁

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
聖
地
と
環
境
問
題
」『
宗
教
研
究
』
第
三
六
三
号
（
日
本
宗
教
学
会　

平
成
二
二
年
三
月
）
一
八
三
～
一
八
四
頁

「
ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
ス
ィ
ー
に
お
け
る
聖
地
巡
礼
」『
東
洋
に
お
け
る
聖
地
信
仰
の
研
究
─
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
に
お
け
る
聖
地
巡
礼
成

立
の
要
件
』〈「
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
九
年
度
報
告
書
〉（
宮
本
久
義
編　

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究

所　

平
成
二
二
年
三
月
）
三
～
一
六
頁

「M
atsyapurān

4a

所
収
のV

ārān

4asīm
āhātm

ya

：
和
訳
と
註
解
」『
東
洋
に
お
け
る
聖
地
信
仰
の
研
究
─
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
に

お
け
る
聖
地
巡
礼
成
立
の
要
件
』〈「
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
九
年
度
報
告
書
〉（
宮
本
久
義
編
東
洋

大
学
東
洋
学
研
究
所　

平
成
二
二
年
三
月
）
一
七
～
六
五
頁
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「
宗
教
と
共
生
─
イ
ン
ド
の
多
元
的
社
会
か
ら
見
た
共
生
の
問
題
」『
共
生
思
想
研
究
年
報
二
〇
〇
九
』（
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ

ン
タ
ー　

平
成
二
二
年
三
月
）
一
六
～
二
三
頁

「『
マ
ツ
ヤ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
第
一
八
五
章
：
和
訳
と
註
解
─
『
マ
ツ
ヤ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
所
収
の
「
ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
ス
ィ
ー
・
マ
ー
ハ
ー
ト
ミ
ヤ
」

に
つ
い
て
（
４
）」『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
・
イ
ン
ド
哲
学
科
篇
』
第
六
四
集
（
平
成
二
三
年
三
月
）
一
七
九
～
一
九
四
頁

「
イ
ン
ド
の
聖
地
と
環
境
問
題
─
聖
地
バ
ナ
ー
ラ
ス
に
お
け
る
生
活
と
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
」『
南
ア
ジ
ア
の
文
化
と
社
会
を
読
み
解
く
』

（
鈴
木
正
崇
編　

慶
應
大
学
出
版
会　

平
成
二
三
年
一
一
月
）
六
九
～
八
四
頁

「『
ト
リ
ス
タ
リ
ー
セ
ー
ト
ゥ
』
に
お
け
る
聖
地
巡
礼
の
規
則
」『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
・
イ
ン
ド
哲
学
科
篇
』
第
六
五
集
（
平
成

二
四
年
三
月
）
一
五
五
～
一
六
八
頁

「
聖
地
に
お
け
る
祖
先
供
養
─
『
ト
リ
ス
タ
リ
ー
セ
ー
ト
ゥ
』
三
六
八
～
四
〇
五
の
和
訳
と
註
解
─
」『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
・
イ
ン

ド
哲
学
科
篇
』
第
六
六
集
（
平
成
二
五
年
三
月
）
一
四
七
～
一
七
〇
頁

「
ヴ
ァ
イ
デ
ィ
ヤ
ナ
ー
テ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ル
リ
ン
ガ
縁
起
譚
」『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
・
東
洋
思
想
文
化
学
科
篇
』
第

六
七
集
（
平
成
二
六
年
二
月
）
一
〇
四
～
一
一
四
頁

　
翻
訳

O
kuda,�Shinryu,�Indra�in�the�V

isn4
4u�Purān

4a,�in�Purān

4a,�V
ol.�X

X
II,�N

o.�1,�A
ll-India�K

ashiraj�T
rust,�V

aranasi.

（
奥

田
清
隆
「
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ラ
ー
ナ
に
お
け
る
イ
ン
ド
ラ
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
六
巻
第
一
号
所
収
の
英
訳　

昭
和

五
五
年
一
月
）
二
七
～
三
二
頁

「
カ
ム
レ
ー
シ
ュ
・
ダ
ッ
ト
・
ト
リ
パ
ー
テ
ィ
ー
『
古
代
イ
ン
ド
文
化
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・
ゲ
ー
ム
・
娯
楽
』」『
古
代
イ
ン
ド
・
ペ
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ル
シ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
』（
松
浪
健
四
郎
・
河
野
亮
仙
編　

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社　

平
成
三
年
六
月
）
一
〇
七
～

一
一
二
頁

「
ラ
メ
ー
シ
ュ
・
ク
マ
ー
ル
・
パ
ー
ン
デ
ー
『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
共
生
』」（Ram

esh�K
um

ar�Pandey,�Sanskrit�and�Co-

existence
の
和
訳
）『
共
生
思
想
研
究
年
報
二
〇
〇
八
』（
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー　

平
成
二
一
年
三
月
）
一
一
三

～
一
一
六
頁

「
ラ
メ
ー
シ
ュ
・
ク
マ
ー
ル
・
パ
ー
ン
デ
ー
『
寛
容
─
平
安
と
幸
福
の
た
め
の
マ
ン
ト
ラ
ー
』（Ram

esh�K
um

ar�Pandey,�

T
olerance

：T
he�M

antra�for�Peace�and�H
appiness

の
監
訳
）『
共
生
思
想
研
究
年
報
二
〇
〇
八
』（
東
洋
大
学
共
生
思
想

研
究
セ
ン
タ
ー　

平
成
二
一
年
三
月
）
一
二
一
～
一
二
八
頁

「
ジ
ャ
ヤ
ン
ド
ラ
・
ソ
ー
ニ
ー
『
イ
ン
ド
哲
学
史
に
お
け
る
異
文
化
間
の
関
わ
り
─
討
論
と
対
話
に
よ
る
共
生
の
一
例
─
』」（Inter-

cultural�Relevance�of�Som
e�M

om
ents�in�the�H

istory�of�Indian�Philosophy

：A
�Case�of�Co-existence�T

hrough�

D
ebate�and�D

ialogue�

の
和
訳
）『
共
生
思
想
研
究
年
報
二
〇
一
〇
』（
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー　

平
成
二
三
年
三

月
）
一
五
一
～
一
五
五
頁

「
ジ
ャ
ヤ
ン
ド
ラ
・
ソ
ー
ニ
ー
『
聖
典
シ
ヴ
ァ
派
に
お
け
る
人
間
観
』」（T

he�Concept�of�M
an�in�Śaiva�Siddhānta�

の
和
訳
）『
共

生
思
想
研
究
年
報
二
〇
一
〇
』（
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー　

平
成
二
三
年
三
月
）
一
六
一
～
一
六
四
頁

「
ジ
ャ
ヤ
ン
ド
ラ
・
ソ
ー
ニ
ー
『
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
お
け
る
人
間
観
』」（T

he�Concept�of�M
an�in�Jainism

�

の
和
訳
）『
共
生
思
想
研

究
年
報
二
〇
一
〇
』（
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー　

平
成
二
三
年
三
月
）
一
六
九
～
一
七
五
頁



─ 12 ─

　
そ
の
他

「
イ
ン
ド
─
宗
教
・
官
能
・
戦
争
」『
朝
日
ア
ジ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
』
第
一
二
号
（
朝
日
新
聞
社　

昭
和
四
七
年
一
二
月
）
一
四
六
～

一
五
五
頁

「
イ
ン
ド
思
索
行　

ガ
ン
ジ
ス
を
遡
り
て
」
①
～
③
『
世
論
時
報
』
第
三
〇
七
、三
〇
八
、三
一
一
号
（
世
論
時
報
社　

昭
和
五
二
年
一
、

二
、五
月
）
五
二
～
五
七
頁
、
五
五
～
五
九
頁
、
六
一
～
六
五
頁

「
東
南
ア
ジ
ア
留
学
生
の
見
た
日
本
」①
②（
座
談
会
）『
世
論
時
報
』第
三
〇
九
、三
一
〇
号（
世
論
時
報
社　

昭
和
五
二
年
一
、二
、五
月
）

五
八
～
六
五
頁
、
五
八
～
六
五
頁

「
大
い
な
る
時
間
の
な
か
で
─
待
つ
こ
と
の
修
練
」『
地
湧
』
一
九
八
五
年
一
一
月
号
（
地
湧
社　

昭
和
六
〇
年
一
一
月
）
八
～
一
三
頁

「
誕
生
星
が
合
わ
な
い
と
神
の
加
護
は
受
け
ら
れ
な
い
」『
季
刊
民
族
学
』
第
四
〇
号
（
千
里
文
化
財
団
昭
和
六
二
年
四
月
）
五
七
頁

「
イ
ン
ド
の
古
典
舞
踊
」『
思
想
の
動
き
』
第
二
一
号
（
東
京
書
籍　

平
成
元
年
五
月
）
六
～
七
頁

「
七
歩
の
誓
い　

イ
ン
ド
の
結
婚
式
」『
Ｃ
Ａ
Ｔ
』
第
九
六
号
（
ア
ル
ク
出
版　

平
成
二
年
六
月
）
一
四
～
一
五
頁

「
バ
ナ
ー
ラ
ス
の
あ
ぶ
な
い
魅
力
」『
東
イ
ン
ド
の
旅
』（
昭
文
社　

平
成
二
年
一
〇
月
）
九
二
～
九
三
頁

「
伝
説
の
苦
行
者
デ
ー
ウ
ラ
フ
ア
ー
・
バ
ー
バ
ー
」『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
通
信
』
復
刊
第
二
号
（
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文
化
研
究
所　

平
成
三
年

三
月
）
二
一
頁

「
多
様
性
の
森
に
分
け
入
る
」（
鼎
談
）
季
刊
『
ノ
イ
ズ
』
第
九
号
（
中
村
と
う
よ
う
・
小
日
向
英
俊
氏
と　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
マ
ガ
ジ

ン　

平
成
三
年
三
月
）
五
九
～
七
〇
頁

「
バ
ナ
ー
ラ
ス　

異
界
に
通
じ
る
聖
域
」「
ガ
ン
ガ
ー
の
流
れ
る
聖
地
」『
都
市
の
顔
・
イ
ン
ド
の
旅
』（
坂
田
貞
二
氏
ほ
か
編　

春
秋
社

　

平
成
三
年
一
〇
月
）
二
六
四
～
二
六
八
、三
四
九
～
三
五
五
頁
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「
聖
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」『
春
秋
』
第
三
三
九
号
（
春
秋
社　

平
成
四
年
五
月
）
二
二
～
二
四
頁

「
巡
礼
の
風
景
」（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）『
季
刊　

創
造
の
世
界
』
第
八
六
号
（
上
野
千
鶴
子
・
小
野
田
俊
蔵
・
白
館
戒
雲
・
立
川
武
蔵
・

山
折
哲
雄
氏
と　

小
学
館　

平
成
五
年
五
月
）
七
八
～
九
七
頁

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
話
と
神
々
」『
女
神
群
舞　

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
の
神
々
』（
松
本
栄
一
写
真
集
時
事
通
信
社　

平
成
五
年
八
月
）

九
一
～
九
四
頁

「
想
像
力
を
か
き
立
て
さ
せ
る
─
イ
ン
ド
文
化
爛
熟
期
の
閨
房
哲
学
を
伝
え
る
戯
曲
」（
藤
山
覚
一
郎
・
横
地
優
子
訳
『
遊
女
の
足
蹴
』

の
書
評
）『
週
間
読
書
人
』（
読
書
人　

平
成
六
年
四
月
一
五
日
号
）

「
聖
地
巡
礼
ガ
イ
ド
」（
監
修
）『
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
本
』（
学
習
研
究
社　

平
成
七
年
七
月
）
一
六
七
～
一
八
二
頁

「
現
代
の
解
脱
」『
季
刊
民
族
学
』
第
七
三
号
（
千
里
文
化
財
団　

平
成
七
年
七
月
）
五
三
頁

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
神
々
」「
花
開
く
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
化
」「
英
雄
た
ち
の
叙
事
詩
」『
図
説
イ
ン
ド
歴
史
散
歩
』（
小
西
正
捷
・
岩
瀬
一
郎

編　

河
出
書
房
新
社　

平
成
七
年
八
月
）
四
一
～
四
四
、四
五
～
五
〇
、五
一
～
五
三
頁

「
異
貌
の
神
々
」「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
民
間
信
仰
」『
原
イ
ン
ド
の
世
界
』（
小
西
正
捷
監
修　

東
京
美
術　

平
成
七
年
九
月
）
八
八
～

一
一
一
頁

「
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ
と
チ
ャ
ー
ナ
キ
ヤ　

古
代
イ
ン
ド
の
ス
パ
イ
合
戦
」『
別
冊
歴
史
読
本
』
第
〇
〇
号
（
新
人
物
往
来
社　

平
成
七

年
一
一
月
）
三
〇
二
～
三
〇
三
頁

「
街
角
に
祈
り
の
声
が
こ
だ
ま
す
る　

イ
ン
ド
は
宗
教
の
ル
ツ
ボ
」「
１
週
間
に
９
日
の
祭
り
が
あ
る
!?　

イ
ン
ド
は
祭
り
の
天
国
」「『
８

里
ご
と
に
言
葉
が
変
わ
る
』　

多
言
語
国
家
イ
ン
ド
の
実
情
」『
イ
ン
ド　

長
期
滞
在
者
の
た
め
の
最
新
情
報
』（
岩
瀬
一
郎
編　

三
修
社　

平
成
八
年
九
月
）
一
七
四
～
一
八
四
頁
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「
死
後
の
世
界
─
生
ま
れ
か
わ
り
を
信
じ
る
人
び
と
」『
九
電
だ
よ
り
』
第
一
二
号
（
九
州
電
力
株
式
会
社　

平
成
八
年
一
二
月
）
九
～

一
〇
頁

「
バ
ナ
ー
ラ
ス
・
聖
と
俗
の
劇
場
都
市
」『
イ
ン
ド
個
人
旅
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（「
地
球
の
歩
き
方
」
別
冊　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社　

平
成
八

年
一
二
月
）
二
六
～
二
九
頁

「
イ
ン
ド
の
自
然
観
─
水
と
の
交
わ
り
」『CEL

』
第
四
〇
号
（
大
阪
ガ
ス　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所　

平
成
九
年
三
月
）
四
三
～

四
七
頁

「
な
か
な
か
越
え
ら
れ
な
い
宗
教
間
の
溝
」『N

A
T

IO
N

A
L�GEO

GRA
PH

IC

（
日
本
版
）』
一
九
九
七
年
五
月
号
（
日
経
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社　

平
成
九
年
五
月
）
九
〇
頁

「
神
々
に
出
あ
う
旅
」「
時
空
を
超
え
る
動
線
」「
太
陽
は
眼
、
風
は
息
」『
ア
ジ
ア
読
本　

イ
ン
ド
』（
小
西
正
捷
編　

河
出
書
房
新
社

　

平
成
九
年
七
月
）
二
一
六
～
二
二
三
、二
二
六
～
二
三
三
、二
三
六
～
二
四
二
頁

「
バ
ナ
ー
ラ
ス
の
魅
力
」（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）『
地
球
の
歩
き
方
マ
ガ
ジ
ン
』
第
二
九
号
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社　

平
成
九
年
一
一
月
）

六
六
～
六
七
頁

「
神
と
人
を
繋
ぐ
神
劇
ラ
ー
ム
・
リ
ー
ラ
ー
」『
Ｃ
Ａ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
八
七
号
（
慶
応
義
塾
大
学
地
球
研
究
セ
ン
タ
ー　

平
成

一
〇
年
三
月
）
三
～
六
頁

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
歴
史
と
変
貌
を
見
つ
め
る
─
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド　

遺
跡
と
現
代
』
を
読
む
─
」『
本
の
窓
』
第
二
一
巻
第
八
号
（
小
学

館　

平
成
一
〇
年
一
〇
月
）
七
四
～
七
五
頁

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
聖
地
と
絵
地
図
」『
世
界
美
術
大
全
集
東
洋
編
第
一
四
巻
月
報
』（
平
凡
社　

平
成
一
一
年
一
月
）
一
〇
～
一
一
頁

「
幻
景
と
し
て
の
聖
地
」『
季
刊
文
化
遺
産
』
第
七
号
（
島
根
県
並
河
萬
里
写
真
財
団　

平
成
一
一
年
四
月
）
五
七
～
五
八
頁
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「
バ
ナ
ー
ラ
ス
─
生
と
死
の
巡
礼
都
市
」（
映
像
人
類
学
シ
リ
ー
ズ
一
一
、
ア
ジ
ア
の
宗
教
）（
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア　

平
成

一
一
年
六
月
）
一
～
一
六
頁

「
ア
ー
ブ
ー
山
」「
ウ
ッ
ジ
ャ
イ
ン
」「
バ
ナ
ー
ラ
ス
」「
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
」「
ジ
ャ
ウ
ン
プ
ル
」「
サ
ー
サ
ー
ラ
ー
ム
」「
ガ
ヤ
ー
」「
ボ
ー

ド
ガ
ヤ
」「
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
」「
ラ
ー
ジ
ギ
ル
」「
ル
ン
ビ
ニ
ー
」「
ク
シ
ー
ナ
ガ
ル
（
ク
シ
ナ
ガ
ラ
）」「
パ
ト
ナ
ー
」「
バ
ク
サ
ル
」

「
パ
ー
ラ
ス
ナ
ー
ト
」『
世
界
歴
史
の
旅　

北
イ
ン
ド
』（
辛
島
昇
・
坂
田
貞
二
編　

山
川
出
版
社　

平
成
一
一
年
七
月
）
一
三
二

～
一
三
三
、一
三
五
～
一
三
六
、一
四
三
～
一
四
八
、一
五
〇
～
一
五
四
頁

「
イ
ン
ド
の
、『
滑
稽
』。」（
藤
原
新
也
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）『M

O
N

SO
O

N

』第
四
号（
王
子
製
紙
株
式
会
社　

平
成
一
一
年
一
一
月
）

四
～
七
頁

「
回
顧
と
展
望
：
南
ア
ジ
ア
（
古
代
・
中
世
）」『
史
學
雜
誌
』
第
一
一
〇
編
第
五
号
（
史
學
会　

平
成
一
三
年
五
月
）
三
〇
〇
～

三
〇
四
頁

「
イ
ン
ド
の
宗
教　

イ
ン
ド
は
宗
教
の
る
つ
ぼ
」『
地
球
の
祈
り
』（
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド　

平
成
一
三
年
一
二
月
）
九
〇
～
九
一
頁

「
イ
ン
ド
思
想
を
育
ん
だ
聖
河
ガ
ン
ガ
ー
」『
ガ
ン
ガ
ー　

母
な
る
イ
ン
ド
の
聖
河　

松
本
栄
一
写
真
集
』（
丹
陽
・
雄
山
閣　

平
成

一
四
年
一
月
）
一
八
、四
〇
、五
四
、九
二
、一
一
〇
、一
三
〇
、一
四
五
～
一
五
三
頁

「
天
界
に
通
じ
る
岸
辺
」『
ベ
ナ
レ
ス　

生
と
死
の
聖
地
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ア
ジ
ア
古
都
物
語
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編　

日
本
放
送
出
版
協
会

　

平
成
一
四
年
六
月
）
一
八
〇
～
一
九
九
頁

「
解
脱
の
道
を
追
究
す
る
遊
行
者
サ
ー
ド
ゥ
ー
の
生
活
」『
週
間
朝
日
百
科
世
界　

一
〇
〇
都
市
、
バ
ナ
ー
ラ
ス
と
カ
ル
カ
ッ
タ
』（
朝

日
新
聞
社　

平
成
一
四
年
一
一
月
）
一
〇
～
一
一
頁

「
学
問
の
都
バ
ナ
ー
ラ
ス
」『
イ
ン
ド
通
信
』
三
〇
七
号
（
イ
ン
ド
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　

平
成
一
六
年
四
月
）
一
～
二
頁
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「
地
上
に
現
れ
た
天
界
─
聖
地
バ
ナ
ー
ラ
ス
」『
み
ん
ぱ
く
』
二
八
巻
一
二
号
（
国
立
民
族
学
博
物
館　

平
成
一
六
年
一
二
月
）
八
～
九

頁

「
現
代
イ
ン
ド
の
政
治
と
宗
教
」『
菅
沼
晃
博
士
古
稀
記
念
論
文
集　

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
』（
菅
沼
晃
博
士
古
稀
記
念
論
文

集
刊
行
会　

平
成
一
七
年
三
月
）
六
三
～
七
五
頁

「
イ
ン
ド
の
神
話
と
文
学
」『
菅
沼
晃
博
士
古
稀
記
念
論
文
集　

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
』（
菅
沼
晃
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊

行
会　

平
成
一
七
年
三
月
）
八
七
～
九
七
頁

「
３
つ
の
債
務
」『K

Y
O

SEI
（
共
生
）N

EW
SLET

T
ER

』
第
一
号
（
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー　

平
成
一
八
年
九
月
）

四
頁

「
イ
ン
ド
思
想
と
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
─
水
を
め
ぐ
る
イ
ン
ド
の
自
然
観
─
」『T

IEPh�N
EW

SLET
T

ER

』
第
三
号
（
平
成
一
八

年
一
二
月
）
五
頁

「
多
言
語
・
多
民
族
・
多
宗
教
の
国
イ
ン
ド
」『
大
東
文
化
大
学
日
本
語
学
科
年
報
』
第
一
三
号
（
平
成
一
九
年
三
月
）
八
二
～
八
七
頁

「
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
信
じ
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
疑
う
」『
無
限
大
の
安
吾
〈
東
洋
大
学
公
開
講
演
〉
論
文
集
』（
山
崎
甲
一
氏
ほ
か

と
共
著　

菁
柿
堂　

平
成
一
九
年
八
月
）
八
七
～
九
九
頁

「
研
究
室
探
訪
・
東
洋
大
学
文
学
部
イ
ン
ド
哲
学
科
宮
本
研
究
室
の
巻　

千
年
の
ス
パ
ン
で
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
考
え
る
」（
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
）『
サ
ス
テ
ナ
』
第
五
号
（
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機
構　

平
成
一
九
年
一
〇
月
）
五
六
～
五
九
頁

「
新
仏
教
（
ネ
オ
・
ブ
ッ
デ
ィ
ズ
ム
）
と
現
代
イ
ン
ド
」『
浅
草
寺
仏
教
文
化
講
座
』
第
五
二
集
（
浅
草
寺　

平
成
二
〇
年
八
月
）

一
二
二
～
一
三
七
頁

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
考
え
る
死
」「
不
死
の
甘
露
・
ア
ム
リ
タ
」『
大
法
輪
』平
成
二
二
年
七
月
号（
大
法
輪
閣　

平
成
二
二
年
七
月
）六
八
頁
、
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八
九
頁

「『
閉
鎖
系
の
共
生
』
か
ら
『
開
放
系
の
共
生
』
へ
─
イ
ン
ド
に
お
け
る
共
生
の
問
題
─
」『
共
生
思
想
研
究
年
報
二
〇
一
〇
』（
東
洋
大

学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー　

平
成
二
三
年
三
月
）
一
二
～
一
五
頁

「
三
界
を
流
れ
る
川
ガ
ン
ジ
ス
」『
紫
明
』
第
二
十
九
号
（
紫
明
の
会　

平
成
二
三
年
十
月
）
一
一
～
一
四
頁

　
事
典
項
目
執
筆

「
タ
イ
マ
」『
南
ア
ジ
ア
を
知
る
事
典
』（
辛
島
昇
ほ
か
監
修　

平
凡
社　

平
成
四
年
一
〇
月
）

「
ヨ
ー
ガ
」「
シ
ャ
ク
テ
ィ
」
等
（
電
子
辞
書
）『M

icrosoft　

エ
ン
カ
ル
タ
九
七　

エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
』（
平
成
九
年
）、
同

九
八
年
版
（
平
成
一
〇
年
）、
同
九
九
年
版
（
平
成
一
一
年
）

「
バ
ド
リ
ー
ナ
ー
ト
」『
新
訂
増
補　

南
ア
ジ
ア
を
知
る
事
典
』（
辛
島
昇
ほ
か
監
修　

平
凡
社　

平
成
一
四
年
四
月
）

「
イ
ク
バ
ー
ル
、
ガ
ザ
ル
、
カ
ビ
ー
ル
、
カ
タ
ー
サ
リ
ッ
ト
サ
ー
ガ
ラ
、
カ
ー
リ
ダ
ー
サ
、
ギ
ー
タ
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ダ
、
グ
ル
ー
グ
ラ
ン

ト
─

サ
ー
ヒ
ブ
、
サ
ン
ガ
ム
、
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
ー
、
ス
ー
ル
ダ
ー
ス
、
タ
ゴ
ー
ル
、
ト
ゥ
ル
ス
ィ
ー
ダ
ー
ス
、
ナ
ラ
王
物
語
、
ナ
ー

ラ
ー
ヤ
ン
、
ナ
イ
ポ
ー
ル
、
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
、
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
、
ヒ
ト
ー
パ
デ
ー
シ
ャ
、
プ
レ
ー
ム
チ
ャ
ン
ド
、

マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
、
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
、
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
、
ラ
サ
」『
広
辞
苑
』
第
六
版
（
坂
田
貞
二
氏
と
共
著　

岩
波
書
店　

平
成
十
九
年
一
月
）

「
金
倉
圓
照
『
イ
ン
ド
の
自
然
哲
学
』」『
宗
教
学
文
献
事
典
』（
島
薗
進
ほ
か
編　

弘
文
堂　

平
成
一
九
年
一
二
月
）

「
ユ
ガ
」『【
新
版
】
南
ア
ジ
ア
を
知
る
事
典
』（
辛
島
昇
ほ
か
監
修　

平
凡
社　

平
成
二
四
年
五
月
）
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テ
レ
ビ
番
組
監
修
・
編
集
協
力

「
イ
ン
ド　

三
〇
〇
〇
年
の
医
術
①　

生
命
の
健
康
法
ヨ
ー
ガ
・
イ
ン
ド
人
の
知
恵
の
結
晶
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
（
昭
和
六
三
年
五

月
二
二
日
放
送
）

「
イ
ン
ド　

三
〇
〇
〇
年
の
医
術
②　

知
ら
れ
ざ
る
医
学
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
・
浄
化
強
壮
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
（
昭
和
六
三
年
五

月
二
三
日
放
送
）

「
イ
ン
ド
の
伝
承
医
学
①
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
Ｔ
Ｖ
（
教
育
テ
レ
ビ
）（
昭
和
六
三
年
六
月
一
三
日
放
送
）

「
イ
ン
ド
の
伝
承
医
学
②
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
Ｔ
Ｖ
（
教
育
テ
レ
ビ
）（
昭
和
六
三
年
六
月
一
四
日
放
送
）

「
イ
ン
ド
の
伝
承
医
学
③
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
Ｔ
Ｖ
（
教
育
テ
レ
ビ
）（
昭
和
六
三
年
六
月
一
五
日
放
送
）

「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
漢
方　

イ
ン
ド
・
ユ
ー
ナ
ー
ニ
ー
医
学
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
Ｔ
Ｖ
（
教
育
テ
レ
ビ
）（
昭
和
六
三
年
一
〇
月
一
九
日
放
送
）

「
バ
ナ
ー
ラ
ス
・
生
と
死
の
巡
礼
都
市
」
Ｍ
Ｘ
東
京
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
テ
レ
ビ
開
局
記
念
番
組
・
Ｖ
Ｆ
映
像
人
類
学
シ
リ
ー
ズ
（
ヴ
ィ

ジ
ュ
ア
ル
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
制
作　

平
成
七
年
一
一
月
一
五
日
放
送
）

「
原
イ
ン
ド
の
世
界
」
Ｖ
Ｆ
映
像
人
類
学
シ
リ
ー
ズ
（
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
制
作　

平
成
七
年
）

「
ガ
ン
ジ
ス
か
ら
の
使
者
・
イ
ン
ド
二
〇
〇
〇
年
命
の
水
を
運
ぶ
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
（
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
制
作　

平

成
七
年
一
二
月
二
七
日
放
送
）

「
ブ
ッ
ダ
・
大
い
な
る
旅
路
①　

イ
ン
ド
・
輪
廻
す
る
大
地
─
仏
教
盛
衰
の
二
五
〇
〇
年
─
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
（
平
成
一
〇
年
四

月
一
二
日
放
送
）

「
榎
木
孝
明
の
薬
草
マ
ン
ダ
ラ
紀
行
─
立
山
・
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト　

健
康
と
癒
し
の
旅
─
」
フ
ジ
テ
レ
ビ
（
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ォ
ー

ク
ロ
ア
制
作
・
富
山
テ
レ
ビ
開
局
三
〇
周
年
記
念
番
組　

平
成
一
一
年
二
月
六
日
放
送
）
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「
ア
ジ
ア
古
都
物
語
②　

ベ
ナ
レ
ス
・
生
と
死
を
見
つ
め
る
聖
地
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
（
平
成
一
四
年
二
月
一
七
日
放
送
）



東
洋
思
想
文
化　

第
二
号
（
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要　

東
洋
思
想
文
化
学
科
篇
Ⅱ　

第
六
十
八
集
）
抜
刷

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
三
月　

発
行

六
国
史
に
見
る
般
若
心
経
の
受
容
と
展
開

渡
　
辺
　
章
　
悟



東
洋
思
想
文
化　

第
二
号
（
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要　

東
洋
思
想
文
化
学
科
篇
Ⅱ　

第
六
十
八
集
）
抜
刷

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
三
月　

発
行

日
本
の
古
文
獻
か
ら
見
た
中
國
初
期
禪
宗

─
大
安
寺
道
璿
の
『
集
註
梵
網
經
』
を
中
心
に
─

伊
　
吹
　
　
　
敦
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研
究
室
報
告

①　

昨
年
度
と
同
様
、
本
年
度
も
新
入
生
歓
迎
行
事
と
し
て
四
月
二
○
日

に｢

新
入
生
研
修
旅
行｣

を
行
い
、
群
馬
県
館
林
市
の
茂
林
寺
お
よ
び

栃
木
県
足
利
市
の
足
利
学
校
を
見
学
し
た
。
日
本
の
仏
教
寺
院
と
近
世

の
朱
子
学
の
教
育
機
関
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
東
洋
思
想
文
化
学

科
の
一
年
生
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
実
り
多
い
見
学
会
と
な
っ
た
。
ま

た
学
生
相
互
あ
る
い
は
教
員
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
関

係
各
位
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

②　

九
月
二
十
七
日
に
は
「
東
洋
大
学
文
学
部
伝
統
文
化
講
座
」
の
一
環

と
し
て
、
東
洋
思
想
文
化
学
科
主
催
、
東
洋
大
学
仏
教
会
・
同
仏
教
青

年
会
協
力
に
て
、
真
言
宗
豊
山
派
迦
陵
頻
伽
聲
明
研
究
会
に
よ
る
「
聲

明
公
演
：
智
慧
の
梵
風
に
吹
か
れ
て
─
大
般
若
転
読
会
」を
開
催
し
た
。

出
演
者
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

③　

本
年
度
、
特
別
講
義
を
拝
聴
し
た
先
生
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　

ʻSanskrit Language and Indian Cultureʼ

（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

と
イ
ン
ド
文
化
）、
シ
ュ
リ
ー
パ
ー
ダ
・
ス
ブ
ラ
マ
ニ
ア
ム
（
イ
ン
ド
、

ア
ー
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
立
東
洋
写
本
図
書
館
研
究
所
長
・

Ph.D
.

）、
十
一
月
六
日
午
後
一
時
三
十
分
～
二
時
三
十
分
・
白
山
キ
ャ

ン
パ
ス
六
号
館
六
二
○
五
教
室
）

④　

本
年
度
、
大
学
院
（
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
）
の
公
開
研
究
発
表

会
を
春
学
期
（
六
月
二
十
五
日
）
と
秋
学
期
（
十
一
月
二
十
七
日
）
に

開
催
し
た
。
春
学
期
は
、
グ
ス
テ
ィ
・
ア
ユ
・
ク
ト
ゥ
ト
・
プ
ス
パ
ワ

テ
ィ（
Ｍ
２
）、
ウ
ル
ジ
ー
ジ
ャ
ル
ガ
ル（
Ｄ
３
）、
園
田
沙
弥
佳（
Ｄ
３
）、

山
崎
一
穂
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
に
よ
る
研
究
発
表
、
な

ら
び
に
梅
田
愛
子
、
鈴
木
伸
幸
、
プ
ラ
マ
ハ
・
バ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
三
名
の

大
学
院
新
入
生
研
究
計
画
発
表
が
あ
っ
た
。
秋
学
期
は
伊
藤
頼
人
（
Ｍ

２
）、
尾
上
海
（
Ｍ
２
）、
小
林
史
子
（
Ｍ
２
）、
板
敷
真
純
（
Ｄ
１
）、

山
崎
一
穂
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
の
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。

⑤　

本
年
度
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
ウ
ル
ジ
ー
ジ
ャ
ル
ガ

ル
、
尾
上
海
、
志
村
淳
弘
、
鈴
木
伸
幸
、
堤
博
枝
、
馬
雪
峰
の
各
氏
が

担
当
し
た
。

⑥　

本
年
度
で
退
職
さ
れ
る
宮
本
久
義
教
授
の
最
終
講
義
が
二
〇
一
五
年

二
月
三
日
十
八
時
か
ら
十
九
時
ま
で
、
本
学
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
た
。
講
義
題
目
は
「
僕
が
イ
ン
ド
哲
学
者
に
な
ら
な
か
っ
た
理

由
」、
二
百
名
近
く
の
聴
講
者
を
迎
え
盛
況
で
あ
っ
た
。

⑦　

本
年
度
の
卒
業
論
文
・
制
作
の
提
出
者
は
、
イ
ン
ド
哲
学
科
で
は
Ⅰ

部
が
五
五
名
、
Ⅱ
部
が
六
名
で
あ
り
、
中
国
哲
学
文
学
科
で
は
三
九
名
、

大
学
院
の
修
士
論
文
提
出
者
は
イ
ン
ド
哲
学
文
学
専
攻
で
は
四
名
、
中

国
哲
学
専
攻
で
は
三
名
で
あ
っ
た
。
本
年
度
の
優
秀
論
文
に
対
す
る
褒

賞
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　

・
校
友
会
奨
学
基
金

　

学　

部 
（
イ
ン
ド
哲
学
科
）　

塚
越
悠
貴（
Ⅰ
部
）、
金
子
友
紀（
Ⅱ
部
）

　
　
　
　

（
中
国
哲
学
文
学
科
）　

水
早
龍
介

　
　

大
学
院
（
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
）　

伊
藤
頼
人
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（
中
国
哲
学
専
攻
）　

盛
田
綾
希

　

・
勧
学
奨
学
基
金

　

学　

部 

（
イ
ン
ド
哲
学
科
）　

吉
野
峰
央（
Ⅰ
部
）、
中
川
裕
太（
Ⅱ
部
）

　
　
　
　

（
中
国
哲
学
文
学
科
）　

海
老
澤
樹
雲

　

・
田
村
芳
朗
奨
学
基
金
（
イ
ン
ド
哲
学
科
）

　

学　

部　

西
澤　

光
（
Ⅰ
部
）、
佐
藤
仁
美
（
Ⅰ
部
）

　
　

大
学
院　

グ
ス
テ
ィ
・
ア
ユ
・
ク
ト
ゥ
ト
・
プ
ス
パ
ワ
テ
ィ
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二
〇
一
四
年
度
業
績
（
二
〇
一
四
年
一
月
～
十
二
月
）

伊
吹　

敦

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
最
澄
の
禅
相
承
と
そ
の
意
義
」（
大
久
保
良
峻
編
『
天
台
宗
探
尋
』
法
藏

館
、
二
〇
一
四
年
三
月
三
十
一
日
、
九
三
～
一
二
一
頁
）

「
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
の
形
成
」（
単
著
、『
東
洋
思
想
文
化
』
創
刊
号
、

二
〇
一
四
年
三
月
三
十
日
、
一
～
二
七
頁
）

「『
異
本
上
宮
大
師
伝
』
の
成
立
と
流
布
」」（『
東
洋
学
研
究
』
第
五
一
号
、

二
〇
一
四
年
三
月
三
十
一
日
、
四
二
八
～
四
六
二
頁
）

〈
そ
の
他
〉

「
中
国
の
禅
宗
史
」（『
栄
西
と
臨
済
宗
』
別
冊
太
陽
二
一
五
、二
〇
一
四
年

三
月
一
日
、
五
六
～
六
二
頁
）

「
明
の
成
立
と
禅
（
上
）　

要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

三
八
」（『
禅
文
化
』

二
三
一
、
二
〇
一
四
年
一
月
二
十
五
日
、
四
五
～
五
二
頁
）

「
明
の
成
立
と
禅
（
中
）　

要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

三
九
」（『
禅
文
化
』

二
三
二
、
二
〇
一
四
年
四
月
二
十
五
日
、
八
四
～
九
二
頁
）

「
明
の
成
立
と
禅
（
下
）　

要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

四
〇
」（『
禅
文
化
』

二
三
四
、
二
〇
一
四
年
十
月
二
十
五
日
、
八
一
～
八
七
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
佛
教
学
会
（
理
事
）
／
日
・
韓
・
中
国
際
仏
教
学
術
大
会
（
幹
事
・

編
集
委
員
）
／
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
（
役
員
）
／
日
本
印
度
学
仏
教

学
会
（
会
員
）
／
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
（
会
員
）

学
会
発
表
等

“Zen, itsʼ O
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）

「
最
澄
と
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
」（
二
〇
一
四
年
八
月
三
十
日
、
日
本
印

度
学
仏
教
学
会
第
六
五
回
学
術
大
会
、
武
藏
野
大
学
有
明
キ
ャ
ン
パ

ス
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
仏
教
思
想
に
見
る
日
本
・
中

国
・
韓
国
の
共
通
性
と
差
異
」
研
究
代
表
者

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
一
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑦
（
Ⅰ
部
、
通
年
）

中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

仏
教
文
献
を
読
む
Ａ
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

仏
教
文
献
を
読
む
Ｂ
（
Ⅰ
部
、
秋
学
期
）
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禅
の
思
想
（
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
作
成
の
技
法
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

　
「
中
国
仏
教
入
門
」（
六
月
四
日
、
一
時
限
／
六
月
十
四
日
、

七
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

　
「
禅
思
想
入
門
」（
二
月
四
日
、
一
時
限
／
十
一
月
二
十
二
日
、

六
時
限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期
）
三
回
担
当

　
「
は
じ
め
に
」（
四
月
九
日
、
七
時
限
）

　
「
修
行
と
悟
り
─
禅
は
心
と
体
を
ど
う
見
る
か
」（
六
月
五
日
、

七
時
限
）

　
「
ま
と
め
」（
七
月
十
六
日
、
七
時
限
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
四
回
担
当

　
「
は
じ
め
に
」（
九
月
二
十
四
日
、
七　

時
限
）

　
「
中
国
の
近
代
化
と
仏
教
」（
十
月
八
日
、
七
時
限
）

　
「
近
代
に
お
け
る
禅
の
再
発
見
─
鈴
木
大
拙
、
胡
適
、
和
辻

哲
郎
─
」（
二
月
四
日
）

　
「
ま
と
め
」（
一
月
十
四
日
、
七
時
限
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期
）

二
回
担
当

　
「
中
国
仏
教
と
は
何
か
」（
六
月
五
日
、
六
時
限
）

　
「
中
国
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
六
月
十
二
日
、
六
時
限
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋

学
期
）
一
回
担
当

　
「
哲
学
館
の
後
継
者
た
ち
の
活
躍
─
境
野
黄
洋
、
高
嶋
米
峰

な
ど
」（
十
一
月
八
日
、
五
時
限
）

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ
１
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）
一
回
担
当

　
「
修
行
と
悟
り
─
禅
は
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
を
ど
う

み
る
か
─
」（
六
月
五
日
、
五
時
限
）

大
学
院
：
中
国
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
前
期
課
程
）

　
　
　
　

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
後
期
課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

大
学
院
：「
東
洋
哲
学
特
殊
問
題
３
」（
春
学
期
、
早
稲
田
大
学
）

　
　
　
　
「
東
洋
哲
学
特
殊
問
題
４
」（
秋
学
期
、
早
稲
田
大
学
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

文
学
部
内
自
己
点
検
・
評
価
委
員
、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
所
所

長
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

○
社
会
的
活
動

　

公
開
講
座
「
近
代
に
お
け
る
禅
の
発
見
─
鈴
木
大
拙
・
胡
適
・
和
辻
哲

郎
─
」（
東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
学
習
講
座
Ｂ
〈
東
洋
思
想
へ
の
誘
い
─
近
代
化
と
東
洋
思
想
─
〉、

六
月
七
日
、
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

講
演
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
禅
宗
の
流
布
と
伝
教
大
師
最
澄
へ
の
影
響
」
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（
二
〇
一
四
年
六
月
二
十
七
日
、
叡
山
学
会
公
開
講
座
、
叡
山
学
院
）

　
（
公
益
財
団
法
人
）
中
村
元
東
方
研
究
所
兼
任
研
究
員

岩
井　

昌
悟

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
仏
陀
観
・
菩
薩
観
の
受
容
と
変
容
─
一
世
界
一
仏
・
仏
の
遺
骨
・
菩
薩

に
着
目
し
て
」（
単
著
、『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
の
受
容
と
変
容
─

智
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
』（
平
成
二
十
三
年
度
～
平
成
二
十
五
年
度
東

洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
報
告
書
（
研
究
代
表
者
：

渡
辺
章
悟[

東
洋
大
学]

）〉
二
〇
一
四
年
三
月
三
十
一
日
、
三
一
～
四
二

頁
）

〈
学
会
発
表
等
〉

「
井
上
円
了
の
教
育
と
仏
教
─
教
育
は
勅
語
に
基
づ
き
、
宗
教
は
仏
教
を

取
る
─
」（
国
際
井
上
円
了
学
会
・
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大

学
日
本
学
科
共
催
ハ
ン
ガ
リ
ー
研
究
集
会
「
井
上
円
了
と
明
治
時
代
の

日
本
─
哲
学
宗
教
教
育
を
め
ぐ
っ
て
」、
二
〇
一
四
年
四
月
二
十
五
日
、

エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
）

「
近
代
日
本
哲
学
を
問
い
直
す
」（
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
全

体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
国
際
化
と
は
何
を
す
る
こ
と
な
の
か
─
東
洋
大
学

国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
』九
月
二
十
四
日
、

東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

「
日
本
近
世
の
仏
伝
の
見
る
日
本
人
の
人
間
観
─
『
釈
迦
如
来
誕
生
会
』

と
『
釈
迦
御
一
代
記
図
会
』」（
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
第
一
ユ
ニ
ッ

ト
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
十
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

学
会
参
加

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
五
回
学
術
大
会
（
武
蔵
野
大
学
有
明
キ
ャ

ン
パ
ス
）
に
参
加
、
二
〇
一
四
年
八
月
三
十
一
日
～
九
月
一
日

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本

佛
教
学
会
（
会
員
）
／
仏
教
思
想
学
会
（
会
員
）
／
パ
ー
リ
学
仏
教
文

化
学
会
（
普
通
会
員
）、
日
本
チ
ベ
ッ
ト
学
会
（
会
員
）
／
国
際
井
上

円
了
学
会
（
理
事
・
副
会
長
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
仏
教
思
想
に
見
る
日
本
・
中

国
・
韓
国
の
共
通
性
と
差
異
」
の
研
究
分
担
者

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
一
ユ
ニ
ッ
ト
長

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑤
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
仏
教
史
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

初
期
仏
教
の
思
想
（
Ⅰ
部
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
Ａ
（
Ⅰ
部
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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「
開
講
に
あ
た
っ
て
お
よ
び
初
期
仏
教
と
は
何
か
」（
四
月

十
九
日
、
六
時
限
）

　
「
初
期
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
五
月
十
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

　
「
初
期
仏
教
入
門
─
ニ
カ
ー
ヤ
・
阿
含
・
律
」（
五
月
七
日
、

一
時
限
／
五
月
十
七
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
一
回

担
当

　
「
初
期
仏
教
入
門
─
ア
ビ
ダ
ル
マ
」（
五
月
十
七
日
、
一
時
限

／
十
月
十
八
日
、
七
時
限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

　
「
仏
教
の
身
体
論
」（
五
月
十
四
日
、
七
時
限
）

総
合
Ⅷ
Ａ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春

学
期
）
一
回
担
当

　
「
日
本
を
ど
う
考
え
る
の
か 

─ 

井
上
円
了
の
忠
と
孝
」（
五

月
二
十
四
日
、
五
時
限
）

全
学
総
合
Ｉ
Ａ
一
回
担
当

　
「
初
期
仏
教
に
お
け
る
正
義
と
自
由
」（
七
月
十
日
、
五
時
限
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

研
究
員
・
運
営
委
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
第
一
ユ

ニ
ッ
ト
長

川
崎　

ミ
チ
コ

○
研
究
活
動

〈
研
究
報
告
〉

〈
敬
惜
字
紙
に
つ
い
て
（
一
）〉（
二
〇
一
一
年
度
海
外
研
究
報
告
書
・

二
〇
一
四
年
三
月
末
日
作
成
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

仏
教
史
学
会
（
会
員
）・
日
本
中
国
学
会
（
会
員
）・
道
教
学
会
（
会
員
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
中
国
文
学
特
講
Ⅱ
①
（
Ⅰ
部
）

中
国
文
学
演
習
Ⅲ
①
（
Ⅰ
部
）

中
国
文
献
読
解
法
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
文
献
学
概
論
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
Ⅱ
部
）

漢
文
訓
読
法
（
Ⅱ
部
）

中
国
文
学
講
読
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
の
古
典
（『
史
記
』・『
孟
子
』）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

　
「
敦
煌
学
入
門
１ 

─ 

敦
煌
文
献
と
は
何
？
」（
五
月
二
十
八

日
、
一
時
限
／
五
月
二
十
四
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回
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担
当

　
「
敦
煌
学
入
門
２ 

─ 

十
王
思
想
文
献
を
中
心
に
」」（
十
一

月
五
日
、
一
時
限
／
十
一
月
十
五
日
、
六
時
限
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

全
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
委
員

○
社
会
的
活
動

公
開
講
座
「
敦
煌
文
献
に
つ
い
て
」（
東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公

開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ
「
東
洋
思
想
・
文
化
へ
の

い
ざ
な
い
」、
二
〇
一
四
年
十
一
月
十
五
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン

パ
ス
）

出
張
講
義

「
敦
煌
文
献
に
つ
い
て
」（
東
京
都
立
隅
田
川
高
等
学
校
、
二
〇
一
四
年

六
月
十
八
日
）

「
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
あ
る
〈
中
国
〉
に
つ
い
て
─
あ
な
た
の
干

支
は
何
で
す
か
？
─
」（
学
校
法
人
錦
城
学
園　

錦
城
高
等
学
校
、

二
〇
一
四
年
十
二
月
十
八
日
）

坂
井　

多
穂
子

○
研
究
活
動

〈
翻
訳
〉

『
詩
僧
晈
然
集
注
』（
共
著
）　

担
当
：
一
〇
四
～
一
一
八
頁
、
一
七
五
～

一
八
一
頁　

汲
古
書
院　

二
〇
一
四
年
三
月

〈
そ
の
他
〉

「
中
華
文
人
の
ユ
ー
モ
ア
」『
改
革
者
』
六
月
号 

五
〇
～
五
一
頁　

二
〇
一
四
年
六
月　

政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

〈
学
会
発
表
等
〉

「
方
法
論
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
─
─
方
法
の
越
境
性
、
あ
る
い
は
越
境
の
方
法
」

二
〇
一
四
年
七
月
二
日　

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
大
会
委
員
会
委
員
）
／
中
唐
文
学
会
（
会
員
）
／
日

本
宋
代
文
学
学
会
（
評
議
員
）
／
白
山
中
国
学
会
（
会
計
委
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
二
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員
・
運
営
委
員

東
洋
大
学
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（T
IEPh

）
自
然
観
探
求
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
、
モ
ン
ゴ
ル
、
イ
ン
ド
、

中
国
に
お
け
る
共
生
的
精
神
文
化
の
諸
相
」（
研
究
代
表
者
：
山
崎
甲

一
）　

研
究
分
担
者

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
基
礎
中
国
語
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
語
Ⅰ
Ｃ
・
Ⅰ
Ｄ

中
国
文
学
演
習
Ⅱ
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中
国
文
学
演
習
Ⅲ

中
国
学
研
究
法
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
文
学
特
講
Ⅱ

漢
文
訓
読
法
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

　
「
唐
代
文
学
入
門 

─ 

ロ
マ
ン
チ
ス
ト
の
李
白
と
リ
ア
リ
ス

ト
の
杜
甫
」（
六
月
二
十
五
日
、
一
時
限
／
七
月
五
日
、
七

時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

　
「
宋
代
文
学
入
門 

─ 

楽
天
家
の
蘇
軾
と
愛
妻
家
の
陸
游
」

（
十
二
月
十
日
、
一
限
／
十
二
月
二
十
日
、
七
時
限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

　
「
中
国
文
学
と
身
体 

─ 

纏
足
に
み
る
女
性
観
」（
四
月

二
十
三
日
、
七
時
限
）

大
学
院
：
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
文
学
特
論
Ⅱ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅳ
（
博
士
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究

員
／
東
洋
大
学
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
（T

IEPh

）
研
究
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
・
研
究
員

○
社
会
的
活
動

公
開
講
座
「
李
白
と
杜
甫
」（
東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ
〈
東
洋
思
想
・
文
化
へ
の
い
ざ
な
い

─
─
中
国
思
想
・
文
化
の
諸
相
─
─
〉、
二
〇
一
四
年
十
月
十
八
日
、

白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

小
路
口　

聡

○
研
究
活
動

〈
翻
訳
〉

「
王
畿
『
龍
渓
王
先
生
会
語
』
訳
注　

其
十
六
」『
白
山
中
国
学
』
通
巻

二
〇
号　

二
〇
一
四
年
一
月
二
九
～
六
〇
頁　

＊
吉
田
公
平
・
早
坂
俊

廣
・
鶴
成
久
章
・
内
田
健
太
と
共
著

「
王
畿
『
龍
渓
王
先
生
会
語
』
訳
注　

其
十
七
」『
東
洋
古
典
學
研
究
』
第

三
十
七
集　

二
〇
一
四
年
五
月　

五
七
～
九
〇
頁　

＊
吉
田
公
平
・
早

坂
俊
廣
・
鶴
成
久
章
・
内
田
健
太
・
本
多
道
隆
と
共
著

「
王
畿
『
龍
渓
王
先
生
会
語
』
訳
注　

其
十
八
」『
東
洋
古
典
學
研
究
』
第

三
十
八
集　

二
〇
一
四
年
一
二
月　

七
三
～
九
二
頁　

＊
吉
田
公
平
・

早
坂
俊
廣
・
鶴
成
久
章
・
内
田
健
太
と
共
著

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）、
白
山
中
国
学
会
（
理
事
・
編
集
委
員
）、
中

国
文
史
哲
研
究
会
（
会
員
）、
東
洋
古
典
學
研
究
会
（
会
員
）、
国
際
井
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上
円
了
学
会
（
会
員
）、

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

「
王
畿
の
良
知
心
学
と
明
末
の
講
学
活
動
に
関
す
る
発
展
的
研
究
」（
文
科

省
科
学
研
究
費
［
基
盤
研
究
（
Ｃ
））
研
究
代
表
者

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
一
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員
・
運
営
委
員

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑩
Ａ
Ｂ
／
中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
①（
Ⅰ
部
）

中
国
学
概
論
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
哲
学
特
講
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

中
国
哲
学
研
究
法
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
Ⅰ
部

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
説
明　

コ
ー
ス
説
明
（
中
国
）」（
Ⅰ
部 
四
月

九
日
、
一
時
限
／
Ⅱ
部 

四
月
二
十
日
六
時
限
）

　
「
儒
教
思
想
入
門 

─ 

人
間
の
本
性
は
善
か
、
悪
か
？
」（
Ⅰ

部 

六
月
十
二
日
、
一
時
限
／
Ⅱ
部 

六
月
二
十
一
日
、
六
時

限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
Ⅰ
部

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」（
九
月
二
十
四
日
、
一
時
限
）

　
「
朱
子
学
入
門 

─ 

聖
人
、
学
ん
で
至
る
べ
し
」（
十
一
月

一
九
日
、
一
時
限
／
十
一
月
二
十
二
日
、
六
時
限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

　
「
儒
教
の
身
体
論
」（
六
月
十
〇
日
、
七
時
限
）

大
学
院
：
中
国
哲
学
特
論
Ⅲ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
演
習
Ⅱ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
（
博
士
後
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
博
士
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

第
一
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
長
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
／
東

洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

○
社
会
的
活
動

出
張
講
義
「
人
間
の
本
性
は
善
か
？
─
─
性
善
説
の
人
間
学
─
─
」

（
二
〇
一
四
年
十
一
月
二
十
六
日　

千
葉
県
立
船
橋
芝
山
高
等
学
校
）

竹
村　

牧
男

○
研
究
活
動

〈
著
書
〉

『
禅
の
思
想
を
知
る
事
典
』、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
一
月
、
三
〇
二

頁

〈
論
文
〉

学
術
講
演
「
近
年
の
高
等
教
育
の
動
向
に
つ
い
て
─
─
人
間
力
育
成
重
視

と
仏
教
の
役
割
」、『
日
本
仏
教
教
育
学
研
究
』
第
二
二
号
、
日
本
仏
教
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教
育
学
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
三
〇
日
、
二
〇
五
～
二
二
七
頁
。

〈
そ
の
他
〉

「
能
と
禅
─
─
世
阿
弥
を
中
心
に
」、『
在
家
仏
教
』、
二
〇
一
四
年
三
月
号
、

二
〇
一
四
年
三
月
一
日
、
六
八
～
八
六
頁
。

「
良
寛
さ
ま
と
禅
の
心
」、『
鉢
の
子
た
よ
り
』、
第
二
七
号
、
東
京
良
寛
会
、

二
〇
一
四
年
四
月
一
日
、
二
～
九
頁
。

「
仏
教
の
生
命
観
─
─
い
の
ち
の
深
み
へ
」、
第
三
六
一
回
『
興
福
寺
仏

教
文
化
講
座
要
旨
』、
興
福
寺
教
学
部
、
二
〇
一
四
年
五
月
一
〇
日
、

二
四
～
四
二
頁
。

「
井
上
円
了
の
思
想
に
つ
い
て
」、『
浅
草
寺　

仏
教
文
化
講
座
』
平
成

二
十
五
年
度
、
第
五
八
集
、
浅
草
寺
、
二
〇
一
四
年
八
月
二
〇
日
、

三
三
～
四
八
頁
。

「
い
の
ち
の
深
み
へ
─
─
仏
教
の
立
場
か
ら
」、『
興
福
』
第
一
六
五
号
、

興
福
寺
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
日
、
三
～
四
頁
。

村
上
和
雄
・
竹
村
牧
男
対
談
「
仏
教
・
哲
学
に
学
ぶ　

人
生
の
智
慧
・
教

育
の
知
恵
」、
連
載
「
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
第
七
六
回
、『
致
知
』、

二
〇
一
五
年
一
月
号
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
日
発
行
、
一
〇
四
～

一
〇
九
頁
。

〈
学
会
発
表
等
〉

「
明
治
期
の
仏
教
界
と
井
上
円
了
」、
東
洋
大
学
（
国
際
井
上
円
了
学
会
）、

エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
大
学
共
催
研
究
集
会
「
井
上
円
了
と
明

治
時
代
の
日
本
─
─
哲
学
・
宗
教
・
教
育
を
め
ぐ
っ
て
」、
午
前
の
部

「
明
治
期
の
哲
学
者
・
教
育
者　

井
上
円
了
」、
二
〇
一
四
年
四
月
二
五

日
、
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
大
学
（
ブ
ダ
ペ
ス
ト
）。
午
前
部

の
六
人
発
表
の
う
ち
、
後
半
三
名
の
司
会
も
担
当
。

「
西
田
と
大
拙
の
真
宗
理
解
を
め
ぐ
っ
て
」、
西
田
哲
学
会
第
一
二
回
年
次

大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
西
田
幾
多
郎
と
鈴
木
大
拙
」、
二
〇
一
四
年
七

月
二
〇
日
、
西
田
幾
多
郎
記
念
哲
学
館
（
石
川
県
か
ほ
く
市
）

〈
講
演
〉

「
言
語
と
存
在
─
─
仏
教
の
立
場
か
ら
」、
素
修
会
例
会
、
二
〇
一
四
年
二

月
一
八
日
、
日
本
工
業
倶
楽
部
（
東
京
・
丸
の
内
）

「
仏
教
の
生
命
観
」、
興
福
寺
仏
教
文
化
講
座
、
二
〇
一
四
年
四
月
一
二
日
、

奈
良
・
興
福
寺
会
館

「
日
本
人
の
宗
教
生
活
と
仏
教
」、
東
洋
大
学
（
国
際
井
上
円
了
学
会
）、

エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
大
学
、
国
際
交
流
基
金
ブ
ダ
ペ
ス
ト
日

本
文
化
セ
ン
タ
ー
共
催
、
二
〇
一
四
年
四
月
二
四
日
、
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・

ロ
ー
ラ
ン
ド
大
学
（
ブ
ダ
ペ
ス
ト
）。

「
東
洋
大
学
の
創
立
者　

井
上
円
了
の
人
と
思
想
」、
興
福
寺
仏
教
文
化
講

座
（
東
京
）、
二
〇
一
四
年
五
月
一
五
日
、
文
化
学
園
（
東
京
・
代
々
木
）

「
良
寛
さ
ま
の
禅
の
世
界
─
─
『
法
華
讃
』
の
こ
こ
ろ
」、
第
三
七
回
全
国

良
寛
会
出
雲
崎
大
会
、
二
〇
一
四
年
六
月
七
日
、
出
雲
崎
町
民
体
育
館

（
新
潟
県
三
島
郡
）

「
仏
教
の
自
然
観
」、
第
三
〇
回
ホ
モ
コ
ン
ト
リ
ビ
ュ
ー
エ
ン
ス
研
究
会
、

二
〇
一
四
年
六
月
一
五
日
、
中
国
飯
店
「
富
麗
華
」（
東
京
都
港
区
東

麻
布
）

「
デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
宗
教
」、
仏
教
タ
イ
ム
ス
主
催「
生
長
の
家“
森
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の
オ
フ
ィ
ス
”
見
学
研
修
会
」、
二
〇
一
四
年
六
月
二
七
日
、
生
長
の

家
国
際
本
部
“
森
の
中
の
オ
フ
ィ
ス
”（
山
梨
県
北
杜
市
大
泉
町
）

「
鈴
木
大
拙
の
『
東
洋
的
な
見
方
』
に
つ
い
て
」、
一
般
社
団
法
人
在
家
仏

教
協
会
「
鈴
木
大
拙
を
読
み
直
す
─
鈴
木
大
拙
を
学
び
、
生
き
方
を
考

え
る
─
」（
全
一
〇
回
講
演
）、
二
〇
一
四
年
六
月
二
八
日
、
協
和
発
酵

キ
リ
ン
株
式
会
社
会
議
室
（
大
手
町
ビ
五
階
）

「
哲
学
と
し
て
の
仏
教
に
つ
い
て
─
─
言
語
と
存
在
の
関
係
を
考
え
る
」、

三
水
会
例
会
、
二
〇
一
四
年
八
月
四
日
、
関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー（
丸

の
内
・
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
九
階
）

「〈
い
の
ち
〉
へ
の
共
感
の
哲
学
─
─
日
本
的
霊
性
を
め
ぐ
っ
て
」、
平
成

二
六
年
度
公
益
社
団
法
人
生
命
科
学
振
興
会
北
海
道
支
部
市
民
公
開

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
日
本
の
風
土
に
根
ざ
す
哲
学
と
宗
教
」、
二
〇
一
四
年

八
月
三
〇
日
、
か
で
る
２
・
７
（
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
）（
札
幌
市
）

「
己
事
究
明
と
し
て
の
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」、
天
理
大
学
お
や
さ
と
研

究
所
第
一
一
回
「
宗
教
と
環
境
」
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
九
月
六
日
、

天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
会
議
室
（
奈
良
県
天
理
市
）

「
禅
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て
─
─
鈴
木
大
拙
の
思
想
に
学
ぶ
」、
公
益

財
団
法
人　

禅
文
化
研
究
所
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
記
念
講
演
、

二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
〇
日
、
花
園
大
学
教
堂
ホ
ー
ル
（
京
都
市
内
）

「
仏
教
の
自
然
観
と
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」、
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
全
体
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
四
日
、
龍
谷

大
学
大
宮
校
舎
本
館
（
京
都
市
内
）

「
空
海
を
語
る
」、
書
・
齋
藤
翠
恵
「
空
海
」
を
想
う
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
〇
日
、
一
穂
堂
（
銀
座
）、

「
共
生
思
想
の
歩
み
と
課
題　

─　

仏
教
か
ら
の
一
考
察
」、
公
益
財
団
法

人
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（W

CRP

）
平
成
26
年
度
第
５
回
研
究
会
、

二
〇
一
四
年
一
一
月
二
〇
日
、
普
門
館
四
〇
二
会
議
室

「
い
の
ち
の
奥
に
あ
る
も
の
─
─
仏
教
の
立
場
か
ら
」、
生
命
科
学
振
興
会

東
京
支
部
第
三
回
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
二
日
、
東
洋
大
学

白
山
校
舎
六
二
〇
二
番
教
室

「
茶
道
の
精
神
に
対
す
る
禅
の
影
響
に
つ
い
て
」、
ロ
ム
ア
ル
ド
・
デ
ル
・

ビ
ア
ン
コ
財
団
に
お
け
る
東
洋
大
学
に
よ
る
日
本
文
化
紹
介
の
会
、

二
〇
一
四
年
一
一
月
二
六
日
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
コ
ッ
ピ
ー
ニ
宮

〈
講
義
等
〉

「
井
上
円
了
の
人
と
思
想
に
つ
い
て
」、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
主
催
学

長
講
演
会
、
二
〇
一
四
年
五
月
二
八
日
、
朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
講
義
棟

二
一
四
教
室

「
現
代
に
生
き
る
学
祖
の
哲
学
と
大
学
の
現
状
」、
平
成
二
六
年
度
東
洋
大

学
校
友
会
千
葉
県
支
部
の
集
い
、
二
〇
一
四
年
六
月
八
日
、
三
井
ガ
ー

デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉

「
日
本
人
の
哲
学
─
─
空
海
か
ら
西
田
へ
」、
筑
波
大
学
特
別
講
義
─
大
学

と
学
問
─
、
二
〇
一
四
年
六
月
一
一
日
、
筑
波
大
学
・
大
学
会
館
講
堂

（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）

「
東
洋
大
学
の
教
育
方
針
に
つ
い
て
─
─
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
の
育
成
を
め

ざ
し
て
」、
東
洋
大
学
甫
水
会
茨
城
支
部
・
平
成
二
六
年
度
第
四
六
回

通
常
総
会
、
二
〇
一
四
年
七
月
五
日
、
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波
（
茨
城
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県
土
浦
市
）

「
東
洋
大
学
の
教
育
理
念
」、
理
工
学
部
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
た
め
の
哲
学
」・

「
実
践
職
業
論
」（
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
育
成
会
寄
付
講
座
）
合
同
授
業
、

二
〇
一
四
年
七
月
一
四
日
、
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
一
号
館
一
三
〇
一
教
室

〈
そ
の
他
〉

宗
教
・
研
究
者
エ
コ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
第
５
回
宗
教
と
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
変
え
よ
う
く
ら
し
、
守
ろ
う
地
球
─
い
の
ち
を
活
か
し
あ
う
新
た

な
文
明
原
理
の
探
究
と
実
践
」
を
代
表
と
し
て
主
宰
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
お
け
る
「
大
会
宣
言
」
を
起
草

「
仏
教
は
こ
こ
ろ
の
世
界
遺
産
」、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
深
夜
便
「
明
日
へ
の
言

葉
」、
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
五
日

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
評
議
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
理
事
）
／
比

較
思
想
学
会
（
理
事
）
／
仏
教
思
想
学
会
（
会
員
）
／
東
方
学
会
（
会

員
）
／
共
生
社
会
シ
ス
テ
ム
学
会
（
理
事
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員

東
洋
大
学
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（T
IEPh

）・
自
然
観
探
究
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・
第
一
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

国
際
井
上
円
了
学
会
会
長
（
二
〇
一
四
年
九
月
ま
で
）・
同
会
員

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

文
学
部
： 

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
／
イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
Ⅰ
10
（
Ⅱ

部
、
通
年
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
２
（
Ⅱ
部
、
通
年
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
／
卒
論
指
導
Ⅰ
２
（
Ⅱ
部
、
通
年
）

大
学
院
：
日
本
仏
教
史
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

学
長
・
理
事

沼
田　

一
郎

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「rn4
4ādāna

─rn4
4a-adāna

（
債
務
の
不
履
行
）or rn4
4ā-ādāna

（
債
権
の

回
収
）」
単
著
、『
東
洋
思
想
文
化
』
第
一
号
〈「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」

第
六
七
集
〉、
二
〇
一
四
年
二
月
二
八
日
、
四
五
～
五
二
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
・
英
文
叢
書
委
員
会
委
員
・
監
事
）
／
日

本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）
／
ア
ジ
ア

法
学
会
（
会
員
）
／
国
際
井
上
円
了
学
会
（
会
員
）
／

研
究
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
・
特
別
講
義
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「
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
の
聖
地
で
の
輪
廻
問
答
」（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究

所
研
究
発
表
会
、
二
〇
一
四
年
十
月
二
五
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン

パ
ス
）

「
人
間
は
何
を
知
り
、
何
を
考
え
て
き
た
の
か
？
─ 

伝
統
的
な
知
の
集

積
と
近
代
科
学
の
接
点
を
探
る
─
」（
東
洋
大
学
学
術
研
究
推
進
セ
ン

タ
ー
主
催
・
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

司
会
）
に
て
司
会
（
二
〇
一
四
年
十
一
月
八
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ

ン
パ
ス
）

「
イ
ン
ド
伝
統
法
の
諸
相
─dharm

a
の
歴
史
的
変
遷
」（
北
海
道
大
学

法
理
論
研
究
会
例
会
報
告
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
二
〇
日
、
北
海
道
大

学
）

〈
研
究
・
調
査
活
動
〉

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
運
営
委
員
・
第
二
ユ
ニ
ッ
ト
長
・
研
究
員

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
イ
ン
ド
の
死
生
観
の
研

究
─
聖
典
・
聖
地
・
都
市
構
造
に
み
る
イ
ン
ド
の
死
生
観
」研
究
分
担
者
。

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

古
代
イ
ン
ド
の
社
会
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
①
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
（
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
古
典
哲
学
（
Ⅱ
部
）

日
本
の
宗
教
を
歩
く
（
集
中
講
義
）

海
外
文
化
研
修
（
集
中
講
義
・
副
引
率
者
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

　
「
古
代
イ
ン
ド
社
会
論
入
門 

─ 

カ
ー
ス
ト
社
会
に
お
け
る

在
家
と
出
家
」（
五
月
二
十
一
日
、
一
時
限
／
六
月
二
十
八

日
、
七
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

　
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
化
入
門 

─ 

イ
ン
ド
文
化
は
哲
学
の
み
に

あ
ら
ず
」（
十
月
二
九
日
、
一
時
限
／
十
一
月
八
日
、
七
時
限
）

全
学
総
合
Ｉ
Ａ
一
回
担
当

　
「
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
実
践
倫
理
」（
七
月
三
日
）

総
合
Ⅷ
Ａ　

日
本
の
近
代
化
と
東
洋
大
学
─
井
上
円
了
の
哲
学

と
実
践
─
（
校
友
会
寄
附
講
座
）

　
「
第
九
回　

井
上
円
了
の
外
道
哲
学　

─
日
本
の
イ
ン
ド
学

の
曙
─
」（
二
〇
一
四
年
六
月
十
四
日
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

第
Ⅱ
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
長
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運

営
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
『
東
洋
学
研
究
』
編
集
委
員
／
国

際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
・
研
究
員
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○
社
会
的
活
動

公
開
講
座
「
近
代
化
と
東
洋
思
想
」
イ
ン
ド
思
想
と
近
代
化
（
東
洋
大
学

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ〈
東

洋
思
想
へ
の
誘
い
─
近
代
化
と
東
洋
思
想
─
〉
二
〇
一
四
年
五
月
一
〇

日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

模
擬
講
義

「
哲
学
に
つ
い
て
の
模
擬
講
義
」（
二
〇
一
四
年
六
月
一
八
日　

文
京
高

等
学
校
）

「
考
え
る
こ
と
を
考
え
る
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る
」（
二
〇
一
四

年
一
〇
月
二
五
日　

小
野
学
園
女
子
高
等
学
校
）

野
間　

信
幸

○
研
究
活
動

〈
著
書
（
翻
訳
書
）〉

『
た
ば
こ
小
屋
・
故
郷　

鍾
理
和
中
短
篇
小
説
集
』、
研
文
出
版
、（
単
著
、

二
〇
一
四
年
十
二
月
二
十
日
、「
解
説
」〔
一
八
一
～
二
〇
五
頁
〕
を
含

み
全
二
〇
五
頁
）

〈
論
文
〉

「
張
文
環
の
生
涯
と
文
学
活
動
」（
単
著
、『
台
湾
近
現
代
文
学
史
』
収
、

研
文
出
版
、
二
〇
一
四
年
五
月
二
十
四
日
、
一
四
三
～
一
五
五
頁
）

〈
研
究
発
表
〉

「
鍾
理
和
と
い
う
作
家
に
つ
い
て
」（
白
山
中
国
学
会
第
六
回
研
究
発
表
大

会
、
東
洋
大
学
、
二
〇
一
四
年
三
月
二
十
二
日
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）
／
日
本
台
湾
学
会
（
学
会
報
編
集
委
員
）
／

天
理
台
湾
学
会
（
理
事
） 

／
日
本
現
代
中
国
学
会
（
会
員
）
／
東
洋
大

学
中
国
学
会
（
会
長
）
／
中
国
文
芸
研
究
会
（
会
員
）

学
会
参
加
等

日
本
台
湾
学
会
第
一
六
回
学
術
大
会
（
東
京
大
学
、
二
〇
一
三
年
五
月

二
十
四
日
）

天
理
台
湾
学
会
第
二
四
回
研
究
大
会
（
天
理
大
学
、
二
〇
一
四
年
六
月

二
十
八
日
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
中
国
文
学
史
概
説

中
国
文
学
史
Ａ
・
Ｂ

中
国
文
学
演
習
Ⅰ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
文
学
特
講
Ⅰ

中
国
文
学
特
講
Ⅰ
Ａ
・
Ｂ

中
国
文
学
研
究
法

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋

学
期
）
一
回
担
当

　
「
円
了
の
台
湾
巡
講 

─ 

南
船
北
馬
２
（
台
湾
巡
講
）」
十
月

十
八
日
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東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

　
「
中
国
文
学
入
門 

─ 

中
国
語
と
中
国
文
学
の
深
い
関
係
」

（
五
月
十
四
日
、
一
時
限
／
七
月
五
日
、
七
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

　
「
中
国
現
代
文
学
入
門 

─ 

近
代
文
化
人
の
傷
痕
」（
十
月

二
十
二
日
、
一
時
限
／
十
月
二
十
五
日
、
七
時
限
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

　
「
台
湾
の
近
代
化
と
学
歴
を
巡
る
旅 

─ 

東
洋
大
学
に
在
籍

し
た
作
家
張
文
環
の
帝
都
体
験
」（
十
一
月
十
九
日
、
七
時

限
）

大
学
院
：
中
国
文
学
特
論
Ⅰ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
後
期
課

程
・
休
講
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

大
学
院
文
学
研
究
科
中
国
哲
学
専
攻
専
攻
長
／
文
学
部
入
試
委
員
会
委
員

／
校
友
会
学
生
研
究
奨
励
基
金
運
営
委
員
会
委
員
／
東
洋
大
学
ア
ジ
ア

文
化
研
究
所
研
究
員

○
社
会
的
活
動

「
中
国
文
学
に
脈
打
つ
『
生
き
る
』
知
恵
」（
夢
ナ
ビ
ラ
イ
ブ
、
フ
ロ
ム
ペ
ー

ジ
主
催
、
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
名
古
屋
、
七
月
二
十
二
日
）

ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
21
維
持
会
員

橋
本　

泰
元

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
ス
ィ
ク
教
聖
典
編
纂
者
グ
ル
＝
ア
ル
ジ
ャ
ン
の
生
涯
─
歴
史
と
伝
承
の

な
か
で
─
」（
単
著
、『
東
洋
思
想
文
化
』
第
一
号
〈「
東
洋
大
学
文

学
部
紀
要
」
第
六
七
集
〉、
二
〇
一
四
年
二
月
二
十
八
日
、
八
六
～

一
〇
三
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
佛
教
学
会
（
理
事
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本

南
ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
）
／

日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

「
イ
ン
ド
の
死
生
観
の
研
究 

─ 

聖
典
・
聖
地
・
都
市
構
造
に
み
る
イ
ン

ド
の
死
生
観 

─ 

」〈
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
井

上
円
了
研
究
助
成
二
〇
一
三
年
度
～
二
〇
一
五
年
度
：
研
究
代
表
者
〉

「
多
言
語
重
層
構
造
を
な
す
イ
ン
ド
文
学
史
の
先
端
的
分
析
法
と
新
記
述
」

〈
二
〇
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金[

基
盤
研
究
（
Ａ
）]

研
究
代
表
者
：

水
野
善
文[

東
京
外
国
語
大
学]

連
携
研
究
者
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員
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○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
論
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
③
（
Ⅰ
部
）

仏
教
の
芸
能
（
秋
学
期
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）（
Ⅱ
部
）

海
外
文
化
研
修
Ⅰ
（
九
月
七
日
～
一
四
日
、
デ
リ
ー
・
バ
ナ
ー

ラ
ス
・
ア
ー
グ
ラ
ー
、
参
加
者
一
六
名
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

　
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
聖
者
②
（
中
世
）」（
十
一
月

二
一
日
、
六
時
限
）

　
「
ス
ィ
ク
教
と
聖
者
」（
十
一
月
二
九
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

　
「
叙
事
詩
の
語
る
世
界
観
」（
七
月
二
日
、
一
時
限
／
七
月

十
二
日
、
七
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

　
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
根
本
思
想
」（
十
二
月
十
七
日
、
一
時
限

／
一
月
一
〇
日
七
時
限
）

文
学
部
伝
統
文
化
講
座
「
聲
明
講
演
」（
九
月
二
七
日
主
催
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋

学
期
）
一
回
担
当

　
「
哲
学
館
初
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色 

─ 

哲
学
を
如
何

に
教
育
す
る
の
か
」（
七
月
十
二
日
、
五
時
限
）

大
学
院
：
イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
課
程
）

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
後
期

課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

大
正
大
学
学
部
： 

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
（
総
合
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研

究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
／
文
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
委
員
会
委
員

委
員
会
委
員

○
社
会
的
活
動

団
体
役
員
等

（
特
財
）
大
法
輪
石
原
育
英
会
評
議
員

宮
本　

久
義

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
ヴ
ァ
イ
デ
ィ
ヤ
ナ
ー
テ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ル
リ
ン
ガ
縁
起

譚
」（
単
著
、『
東
洋
思
想
文
化
』
第
一
号
〈「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」

第
六
七
集
〉、
二
〇
一
四
年
二
月
二
十
八
日
、
一
〇
四
～
一
一
四
頁
）

〈
学
会
発
表
等
〉

「
多
文
化
共
生
と
国
際
化
」（
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
全
体
シ
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ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
国
際
化
と
は
何
を
す
る
こ
と
な
の
か
─
東
洋
大
学
国
際

哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
』
九
月
二
十
四
日
、
東

洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

“Individual and Society in H
induism

”（
研
究
集
会
『
多
文
化
共
生

社
会
に
向
け
て
─
宗
教
・
思
想
に
何
が
で
き
る
か
？
』
八
月
十
八
日

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
大
学
）

“The acceptance and transform
ation of Buddhism

 in Japanese 
culture

”（
東
洋
大
学
─
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ー
ナ
大
学
の
大
学
間
協
定
締
結

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
国
際
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
構
築
─
東
洋
と

西
洋
の
架
橋
を
め
ざ
し
て
─
』
十
月
十
三
日
（
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
・
リ
ュ

ブ
リ
ャ
ー
ナ
大
学
）

「
宗
教
と
共
生
─
イ
ン
ド
の
多
元
的
社
会
か
ら
み
た
共
生
の
問
題
」（
国
際

哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
会
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
張
報

告
、
十
月
二
十
二
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
、
九
月
三
十
日
ま
で
常
務
理
事
）
／
日
本

印
度
学
仏
教
学
会
（
評
議
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
佛

教
学
会
（
会
員
）
／
建
築
史
学
会
（
会
員
）
／
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学

会
（
理
事
）

〈
研
究
・
調
査
活
動
〉

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
多
文
化
共
生
現
地
調
査
」
二
月
二
十
八
日
～
三

月
四
日
、
ヤ
ン
ゴ
ン
、
マ
ン
ダ
レ
ー
に
て
仏
教
瞑
想
セ
ン
タ
ー
視
察
を

中
心
に
他
宗
教
と
の
共
生
実
態
調
査
を
行
う

「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
多
文
化
共
生
研
究
集
会
・
国
際
学
会
参
加
」

八
月
十
七
～
二
十
五
日
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
大
学
に
て
「
多
文
化
共
生

社
会
に
向
け
て
─
宗
教
・
思
想
に
何
が
で
き
る
か
？
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
研
究
集
会
で
発
表
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
て
国
際
仏
教
学
会
参
加

「
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
・
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ー
ナ
大
学
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参

加
」
十
月
十
二
～
十
七
日
、
東
洋
大
学
と
の
学
術
交
流
協
定
締
結
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
発
表

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
： 

村
上
勝
三
［
東

洋
大
学
］）
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
「
課
題
・
多
文
化
共
生
社
会
の
思
想
基
盤

研
究
」
に
所
属
し
、
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
多
文
化
・
多
宗
教
共
生
の
研

究
を
行
う

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
井
上
円
了
研
究
助
成

二
〇
一
三
～
二
〇
一
五
年
度
：
）「
イ
ン
ド
の
死
生
観
の
研
究
─
聖
典
・

聖
地
・
都
市
構
造
に
み
る
イ
ン
ド
の
死
生
観
」（
研
究
代
表
者
・
橋
本

泰
元
）
の
研
究
分
担
者
と
し
て
、
イ
ン
ド
の
聖
地
と
死
生
観
の
研
究
調

査
を
行
う

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
イ
ン
ド
古
典
哲
学
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
現
代
思
想
（
Ⅱ
部
）

現
代
の
イ
ン
ド
（
Ⅱ
部
）
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ヨ
ー
ガ
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
（
Ⅰ
部
）

卒
論
指
導
（
Ⅰ
部
）

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
入
門
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部

乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

　
「
ガ
ン
ジ
ス
川
を
め
ぐ
る
イ
ン
ド
の
環
境
問
題
」（
十
二
月

十
一
日
）

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ
②
「
哲
学
へ
の
誘
い
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

一
回
担
当

　
「
ヨ
ー
ガ
に
お
け
る
心
と
身
体
」（
六
月
十
二
日
）

全
学
総
合
Ⅱ
Ａ
「
妖
怪
学
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担

当

　
「
イ
ン
ド
に
も
百
鬼
夜
行
」（
六
月
三
日
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

　
「
イ
ン
ド
思
想
入
門
１ 

─ 

ヴ
ェ
ー
ダ
の
宗
教
と
思
想
」（
四

月
二
十
三
日
、
一
時
限
／
四
月
二
十
六
日
、
七
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

　
「
イ
ン
ド
思
想
入
門
２ 

─ 

イ
ン
ド
哲
学
は
な
に
を
目
指
す

か
」（
十
月
一
日
、
一
時
限
／
十
月
四
日
、
七
時
限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

　
「
イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
身
体
観
」（
四
月
十
六
日
、
七
時
限
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

　
「
近
代
化
と
イ
ン
ド
の
伝
統
思
想
」（
十
月
一
日
、
七
時
限
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
二
回
担

当

　
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
は
何
か
」（
五
月
二
十
四
日
、
六
時
限
）

　
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
聖
者
②
（
近
現
代
）」（
十
二
月

六
日
、
六
時
限
）

大
学
院
： 

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ（
前

期
課
程
）

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
後
期

課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

印
度
語
学
印
度
文
学
特
殊
講
義
「
声
に
出
し
て
読
む
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
戯

曲
」
東
京
大
学
文
学
部/

大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
（
夏
学
期
）

専
門
語
学
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
」
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
（
通
年
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
員
・
副
セ
ン
タ
ー
長
・
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
長
／
東
洋
大
学
文
学
部
キ
ャ

リ
ア
・
就
職
推
進
委
員
会
委
員

○
社
会
的
活
動

講
座
「
仏
典
と
イ
ン
ド
の
古
典
を
読
む
会
」
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
、
十

月
二
十
三
日
、
三
十
日
、
十
一
月
六
日
、
十
三
日
、
東
京
大
学
仏
教
青

年
会
会
館

東
京
大
学
仏
教
青
年
会
評
議
員
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山
口　

し
の
ぶ

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
グ
シ
ュ
メ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ル
リ
ン
ガ
の
出
現
─『
シ
ヴ
ァ
・

プ
ラ
ー
ナ
』
第
四
巻
『
コ
ー
テ
ィ
・
ル
ド
ラ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
三
三

章
和
訳 

─
」『
東
洋
思
想
文
化
』
第
一
号
〈『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』

第
六
七
集
〉
二
〇
一
四
年
二
月
二
十
八
日
、
七
一
～
八
五
頁
。

〈
口
頭
発
表
〉

ʻH
induism

 and Buddhism
 in N

epal
─T

he Cult of K
um

ari as 
a Sym

bol of Pluralism

─ʼ

（International Sem
inar, 

“Respect 
for Religious Pluralism

 and M
ulti-cultural

”, Institut H
indu 

D
harm

a N
egeri, D

enpasar, Bali, Indonesia
、
十
月
二
十
四
日
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
南
ア

ジ
ア
学
会
（
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
西
蔵
学
会
（
会

員
）
／
密
教
図
像
学
会
（
会
員
）
／
東
海
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

〈
調
査
活
動
〉

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
バ
リ
島
に
お
け
る
宗
教
儀
礼
・
図
像
の
実
態
調
査
（
八

月
六
日
～
八
月
二
十
一
日
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
Ⅰ
、
Ⅱ
⑧
（
Ⅰ
部
）

卒
論
指
導
⑧
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑧
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
③
（
Ⅱ
部
）

チ
ベ
ッ
ト
語
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

　
「
東
洋
芸
術
文
化
入
門
１ 

─ 

仏
教
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
美

術
」（
六
月
一
日
、
六
時
限
／
六
月
十
八
日
、
一
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
一
回

担
当

　
「
東
洋
芸
術
文
化
入
門
２ 

─ 

東
南
ア
ジ
ア
の
芸
術
文
化
」

（
十
一
月
二
十
七
日
、
一
時
限
／
十
二
月
六
日
、
六
時
限
）

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み
（
Ⅰ
部
、
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

総
合
Ⅲ
Ｂ
「
東
洋
大
学
井
上
円
了
哲
学
塾
─
哲
学
基
礎
講
座
・

実
践
哲
学
講
座
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

　
「
近
代
化
と
チ
ベ
ッ
ト
」（
十
月
十
五
日
、
七
時
限
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

　
「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
は
何
か
」（
十
一
月
八
日
、
六
時
限
）

　
「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
十
一
月
十
五
日
、
六
時
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限
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
）「
日
本
の
近
代
化
と
東
洋

大
学 

─ 

井
上
円
了
の
哲
学
と
実
践 

─
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り

入
れ
）
一
回
担
当

　
「
哲
学
館
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ 

─ 

明
治
の
取
経
僧
・
河
口
慧

海
と
能
海
寛
」（
十
一
月
十
五
日
、
五
時
限
）

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ
１
「
哲
学
へ
の
誘
い
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

一
回
担
当

　
「
世
界
と
自
己 

─ 
密
教
の
マ
ン
ダ
ラ
に
お
け
る
世
界
と
自

己
」（
五
月
十
五
日
）

大
学
院
：
大
乗
仏
教
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究

員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
／
文
学
部
予
算
委
員

会
委
員

○
社
会
的
活
動

高
大
連
携
遠
隔
授
業
（
東
洋
大
学
附
属
姫
時
高
等
学
校
向
け
）「
見
て
み

よ
う
、
ア
ジ
ア
の
生
活
と
文
化
─
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
バ
リ
島
の
人
々
の

生
活
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
文
化
─
」（
九
月
八
日
、
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

東
洋
大
学
井
上
円
了
哲
学
塾
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
九
月
二
十
七
日
～

十
二
月
二
十
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

公
開
講
座
「
近
代
化
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
」（
東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ
〈
東
洋
思
想
へ
の
誘
い 

─
近
代
化
と
東
洋
思
想
─
〉、
二
〇
一
四
年
五
月
二
十
四
日
、
東
洋
大

学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

山
田　

利
明

○
研
究
活
動

〈
研
究
発
表
〉

「
火
で
洗
う
布
─
火
浣
布
」、
國
學
院
大
學
中
国
学
会
（
於
國
學
院
大
學
）、

二
〇
一
四
年
七
月
五
日

ʻJapanese M
odernization and K

angaku

漢
学Studiesʼ 1st Inter-

national Sym
posium

 of T
oyo U

niv. and U
niv. of  Ljubljana.  

U
niv. of Ljubljana. O

ct. 13th, 2013. 

〈
講
演
〉

「
某
些
仙
術
的
変
遷
─
論
劾
鬼
─
」、
財
団
法
人
日
本
タ
オ
イ
ズ
ム
協
会

（
於
東
京
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
）、
二
〇
一
四
年
八
月
三
〇
日

〈
そ
の
他
〉

「
天
命
」、『
サ
ス
テ
ナ
』
三
二
号
、
社
団
法
人SSC　

二
〇
一
四
年
三
月

三
日

「
邯
鄲
夢
の
枕
」、『
サ
ス
テ
ナ
』
三
三
号
、
社
団
法
人SSC　

二
〇
一
四

年
七
月
八
日

「
八
丈
島
」、『
サ
ス
テ
ナ
』
三
四
号
、
社
団
法
人SSC,　

二
〇
一
四
年

一
〇
月
三
〇
日　
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〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
・
役
職

日
本
中
国
学
会
（
評
議
員
）、
日
本
道
教
学
会
（
理
事
）、
日
仏
東
洋
学

会（
会
員
）、The Society for the Study of Chinese Religion

（
会

員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

東
洋
大
学
エ
コ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
機
構
長
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
中
国
哲
学
演
習
Ⅰ

中
国
哲
学
特
講
Ⅱ

中
国
哲
学
史
概
説

総
合
Ⅰ

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

　
「
中
国
哲
学
入
門 

─ 

天
の
思
想
と
人
の
あ
り
方
」（
五
月
一

日
、
一
時
限
／
五
月
十
一
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

　
「
道
家
哲
学
入
門 

─ 

無
と
自
然
」（
十
月
五
日
六
時
限
／
十

月
九
日
一
時
限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期
）
一
回
担
当

　
「
道
教
の
身
体
観
」（
七
月
七
日
、
七
時
限
）

大
学
院
：
中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅴ

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
（
以
上
後
期
課
程
）

中
国
哲
学
演
習
Ⅰ

中
国
哲
学
研
究
１

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
以
上
前
期
課
程
）

○
大
学
学
部
管
理
運
営

大
学
院
文
学
研
究
科
長
、

○
社
会
的
活
動

一
般
社
団
法
人
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

理
事

渡
辺　

章
悟

○
研
究
活
動

〈
著
書
〉

「
般
若
経
の
三
乗
と
菩
薩
乗
」
及
び
「
般
若
経
に
お
け
る
智
慧
（
般
若
波

羅
蜜
）
の
展
開
」（『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
の
受
容
と
変
容
─
智
の

解
釈
を
め
ぐ
っ
て
』
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
、
研
究
代

表
者
・
編
者
：
渡
辺
章
悟
、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
刊
、
二
〇
一
四

年
三
月
、
一
～
一
九
頁
及
び
二
一
～
三
〇
頁
）

『
井
上
円
了
の
世
界
旅
行
─
旅
す
る
創
立
者
・
海
外
編
─
』（『
井
上
円
了

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』）
学
校
法
人
東
洋
大
学
刊
行
、
二
〇
一
四
年
三
月
、

全
四
四
頁
。
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〈
論
文
〉

「
般
若
経
に
お
け
る
菩
薩
乗
の
意
味
」（
単
著
、『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

第
六
二
巻
二
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
一
七
三
～
一
八
一
頁
）

〈
学
会
発
表
〉

韓
枝
延
「
中
国
仏
教
伝
来
期
の
西
域
で
の
部
派
と
大
乗
の
対
立
に
関
す
る

試
論
」
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
、（
第
三
回
「
日
・
中
・
韓　

国
際
仏
教

学
術
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
於
東
洋
大
学
、
二
〇
一
四
年
六
月
二　

一
日
、

　

～　

頁
）

研
究
発
表Com

passion 

（K
arun

4ā

） and Pity 

（A
nukam

pā

） in 
M

ahāyāna Sūtras

、
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
の
海

外
研
究
「
多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
て
─
宗
教
・
思
想
に
何
が
で
き
る

か
？
」
と
い
う
統
一
テ
ー
マ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
大

学
セ
ミ
ナ
ー
室
、
二
〇
一
四
年
八
月
一
八
日
）

学
会
コ
メ
ン
ト
、
石
川
美
恵
「『
法
門
備
忘
録
』
に
お
け
る
蘊
の
定
義
ー

色
蘊
・
受
蘊
・
想
蘊
・
行
蘊
に
つ
い
て
ー
」
仏
教
思
想
学
会
第
三
〇
回

学
術
大
会
、
於
東
京
大
学
、
二
〇
一
四
年
七
月
十
二
日

学
会
コ
メ
ン
ト
、
日
本
仏
教
学
会
第
八
十
四
回
学
術
大
会
（
於
種
智
院
大

学
）
に
て
、
以
下
三
名
の
研
究
発
表
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
（
①
高
橋
審

也
「
大
乗
仏
教
の
理
念
と
浄
土
教
」、
②
阿
理
生
「
観
音
菩
薩　

─
大

乗
仏
教
に
お
け
る
実
践
の
理
念
と
そ
の
実
像
」、
③
谷
口
富
士
夫
「
金

剛
般
若
経
か
ら
社
会
的
実
践　

へ
」、
二
〇
一
四
年
九
月
九
日

「
大
乗
経
典
に
お
け
る
慈
悲
と
憐
愍
」、
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
第
三
ユ

ニ
ッ
ト
の
第
一
回
連
続
研
究
会
、
統
一
テ
ー
マ
「
多
文
化
共
生
社
会
に

向
け
て
─
宗
教
・
思
想
に
何
が
で
き
る
か
？
」、
二
〇
一
四
年
一
〇
月

二
二
日
、
６
号
館
第
一
会
議
室

「
般
若
経
に
説
か
れ
る
般
若
」（
バ
ウ
ッ
ダ
コ
ー
シ
ャ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

斉
藤
明
代
表
）
第
二
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
仏
教
用
語
の
今
昔
─
翻

訳
は
い
か
に
し
て
可
能
か
」
第
二
部
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ

「prajñā/paññā

の
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
」
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
五
日
、

東
京
大
学
。

〈
特
別
講
義
〉

「
大
乗
の
菩
薩
道
」N

PO

法
人
中
村
元
記
念
館
・（
公
財
｝
中
村
元
東
方

研
究
所
の
集
中
講
義
、
島
根
県
松
江
市
、
二
〇
一
四
年
八
月
二
日
・
三

日
「
音
と
絵
で
読
む
仏
教
の
聖
典
」
東
洋
大
学
出
張
講
義
、
於
鴻
巣
高
校
、

二
〇
一
四
年
十
一
月
六
日

〈
講
演
〉

「
大
乗
仏
教
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
般
若
経
」（
東
京
国
際
仏
教
塾
、

東
京
大
学
仏
青
会
館
、
二
〇
一
四
年
五
月
三
十
一
日
）

「
ブ
ッ
ダ
の
智
慧
」
室
蘭
市
悠
々
ラ
イ
フ
教
養
講
座
、
室
蘭
市
文
化
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
一
四
年
九
月
十
一
日

「
般
若
心
経
の
眼
目
は
、
空
か
マ
ン
ト
ラ
か
」
黄
檗
勉
強
会
、
二
〇
一
四

年
一
〇
月
二
八
日
、
豊
島
区
洞
雲
寺

「
明
治
の
青
春
群
像
と
井
上
円
了
」
下
田
市
教
育
委
員
会
主
催
、
下
田
市

民
会
館
小
ホ
ー
ル
、
二
〇
一
四
年
、
一
一
月
一
九
日
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〈
そ
の
他
〉

「
般
若
心
経
の
成
立
と
展
開
」『
大
法
輪
』
第
八
一
巻
（
平
成
二
六
年
度
）

第
二
号
、
大
法
輪
閣
、
二
〇
一
四
年
二
月
、
八
二
～
八
六
頁
。

「
大
学
仏
青
の
今
昔
－
花
ま
つ
り
に
ち
な
み
」『
週
刊
佛
教
タ
イ
ム
ス
』

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
年
）
四
月
三
日
、
第
五
面

「
大
乗
仏
教
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
般
若
経
」『
佛
教
文
化
』
第

一
七
〇
号
、
二
〇
一
四
年
八
月
一
〇
日
、
二
～
六
頁

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
理
事
・
常
務
委
員
・
評
議
員
・
企
画
編
集
委

員
）
／
仏
教
思
想
学
会
（
理
事
・
評
議
員
）
／
日
本
西
蔵
学
会
（
委
員
）

／
東
方
学
会
（
地
区
委
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
評
議
員
）
／
日
本
佛

教
学
会
（
会
員
）
／
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
国
際
仏
教
学
会

IA
BS

（
会
員
）
／
比
較
思
想
学
会
（
会
員
）

学
会
参
加
等

仏 

教
思
想
学
会
第
三
〇
回
学
術
大
会
、
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
、

二
〇
一
三
年
七
月
十
二
日
（
理
事
会
・
研
究
発
表
会
（
司
会
）
に
参
加

日 

本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
五
回
学
術
大
会
に
参
加
、
武
蔵
野
大
学
・

有
明
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
四
年
八
月
二
十
九
日
～
八
月
三
十
一
日

（
常
務
委
員
・
理
事
と
し
て
常
務
委
員
会
・
理
事
会
に
も
参
加

日 

本
仏
教
学
会
第
八
十
四
回
学
術
大
会
に
参
加
、
種
智
院
大
学
、

二
〇
一
四
年
九
月
九
日
・
一
〇
日
（
三
名
の
発
表
者
の
コ
メ
ン
ト
を

担
当
）

X
V

IIth Congress of the International Buddhist Studies, 
U

niversity V
ienna A

ustria A
ugust18-23, 29014

に
参
加
。

〈
調
査
活
動
〉

「
京
都
・
奈
良
の
宗
教
行
事
に
見
る
多
文
化
共
生
の
実
態
の
調
査
お
よ
び

僧
侶
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
」」
二
〇
一
四
年
十
二
月
三
〇
日
～

二
〇
一
五
年
一
月
二
日

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
：
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
「
課
題
・
多
文
化
共
生
社
会
の
思
想
基
盤
研
究
」

に
所
属
し
、
仏
教
を
中
心
と
し
た
多
文
化
・
多
宗
教
共
生
の
研
究
を
行

う
。

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
仏
教
思
想
に
見
る
日
本
・
中

国
・
韓
国
の
共
通
性
と
差
異
」
研
究
代
表
者
伊
吹
敦
、
研
究
分
担
者
）

「
バ
ウ
ッ
ダ
コ
ー
シ
ャ
・
仏
教
用
語
の
『
日
英
基
準
訳
語
集
』
構
築
に
向

け
て
の
総
合
的
研
究
」（
文
科
省
科
学
研
究
費
［
基
盤
研
究
（
Ａ
）］、

研
究
代
表
者
・ 

斎
藤
明
［
東
京
大
学
］、
研
究
分
担
者
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅰ
（
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
④
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
（
Ⅱ
部
）

文
学
部
総
合
科
目
Ⅰ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
共
通
）
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東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

　
「
大
乗
仏
教
入
門
１ 

─ 

大
乗
仏
教
は
ブ
ッ
ダ
の
説
な
の
か
」

（
七
月
九
日
、
一
時
限
／
七
月
十
九
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

　
「
大
乗
仏
教
入
門
２ 

─ 

大
乗
仏
教
を
貫
く
も
の
」

（
二
〇
一
四
年
一
月
八
日
、
一
時
限
／
二
〇
一
四
年
一
月

十
一
日
、
六
時
限
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
二
回

担
当

　
「
大
乗
仏
教
と
は
何
か
」（
四
月
二
十
六
日
、
六
時
限
）

　
「
大
乗
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
五
月
十
七
日
、
六
時
限
）

総
合
Ⅷ
Ａ
・
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

運
営
責
任
者
な
ら
び
に
六
回
の
授
業
担
当

　
「
井
上
円
了
の
生
涯
を
か
け
た
熱
き
戦
い 

─ 

最
後
の
著
作

『
奮
闘
哲
学
』
に
よ
る
」（
二
〇
一
四
年
一
月
五
日
、
五
時
限
）

　
「
講
座
の
ま
と
め
・
平
常
試
験
」（
二
〇
一
四
年
一
月
十
九
日
、

五
時
限
）

　
「
井
上
円
了
は
何
を
目
指
し
、
何
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
か

─
そ
の
生
涯
と
実
践
」（
四
月
十
二
日
、
五
時
限
）

　
「
井
上
円
了
が
受
け
た
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
─
円
了
は
海

外
で
何
を
見
、
何
を
考
え
た
の
か
─
」（
七
月
十
九
日
、
五

時
限
）

　
「
春
学
期
講
義
の
ま
と
め
・
通
常
試
験
」（
七
月
二
十
四
日
、

五
時
限
）

　
「
哲
学
館
か
ら
東
洋
大
学
へ
」（
九
月
二
十
七
日
、
五
時
限
）

学
位
論
文
審
査

「
モ
ン
ゴ
ル
語
訳
『
八
千
頌
般
若
経
』
の
文
献
学
的
研
究
」
オ
ー

ダ
ム
（
博
士
［
乙
］
論
文
）
主
査

大
学
院
：
大
乗
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
後
期
課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

大
正
大
学
大
学
院
「
Ｍ
Ｄ
仏
教
学
特
論
Ａ
・
Ｂ
」
春
学
期
・
秋
学
期

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
「
仏
教
学
と
環
境
問
題
」
秋
学
期
集
中
講
義

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
学
生
生
活
委
員
会
（
委
員
）
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
（
運

営
委
員
・
研
究
所
員
）
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

／
大
学
院
文
学
研
究
科
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
長

○
社
会
的
活
動

（
公
財
）
仏
教
伝
道
協
会
・
英
訳
大
蔵
経
編
集
委
員
会
（
委
員
）・
仏
教
聖

典
編
集
委
員
会
（
委
員
）・
助
成
金
審
査
委
員
会
（
委
員
）
／
（
般
財
）

東
方
学
会
（
地
区
委
員
・
会
員
）
／
（
公
財
）
東
方
研
究
会
（
研
究
員
）

／
（
特
財
）
大
法
輪
石
原
育
英
会
奨
学
生
選
考
委
員
会
（
委
員
）
／
東

洋
大
学
仏
教
会
（
会
長
）、（
公
財
）
中
村
元
東
洋
思
想
文
化
賞
審
査
委

員
会
（
審
査
員
）
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二
〇
一
四
年
度
開
講
科
目

・
授
業
名
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
、
担
当
者
の
順
に
記
す
。

・
通
年
科
目
は
Ａ
（
春
学
期
）・
Ｂ
（
秋
学
期
）
に
分
か
れ
る
が
、
担
当
者

が
同
一
で
あ
り
、
か
つ
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
春
秋
通
じ
て
同
一
の
場
合
、

そ
の
区
分
は
省
略
し
て
記
し
た
。

・
た
だ
し
、
半
期
の
み
の
授
業
に
つ
い
て
は
《
春
》《
秋
》
と
表
記
し
た
。

・
担
当
者
お
よ
び《
春
》《
秋
》の
授
業
区
分
に
付
し
た
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
、

そ
れ
ぞ
れ
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
区
別
を
示
す
。
カ
ッ
コ
が
付
さ
れ
て
い
な
い
も

の
は
、
Ⅰ
部
Ⅱ
部
隔
年
開
講
の
科
目
か
、
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
担
当
者
が
同
一

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

〈
学
部
〉（
五
十
音
順
）

東
洋
思
想
文
化
学
科

イ
ス
ラ
ー
ム
概
論
《
秋
》（
イ
ス
ラ
ー
ム
の
捉
え
方
） 

柴
山　

滋

イ
ン
ド
現
代
思
想
《
春
》（
イ
ン
ド
近
・
現
代
の
宗
教
思
想
家
）

 

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
古
典
思
想
概
論
Ａ
Ｂ
（
イ
ン
ド
思
想
史
） 

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
古
典
思
想
概
論
Ａ
（
イ
ン
ド
古
典
哲
学
概
説
） 

沼
田
一
郎
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
古
典
思
想
概
論
Ｂ
（
イ
ン
ド
古
典
哲
学
の
諸
課
題
）

 

沼
田
一
郎
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅰ
Ａ（
古
代
イ
ン
ド
社
会
の
構
造
と〈
法
〉概
念
の
展
開
）

 

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅱ
Ａ
（
イ
ン
ド
の
歴
史
と
文
化
） 

石
川
寛
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅰ
Ｂ
（
イ
ン
ド
の
歴
史
と
文
化
） 

石
川
寛
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅱ
Ｂ
（
イ
ン
ド
の
叡
智
を
探
る
） 

宮
本
久
義
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅳ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
思
想
と
文
化
） 矢
島
道
彦
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅳ
Ｂ
（
イ
ン
ド
社
会
と
文
学
～
タ
ゴ
ー
ル
の
『
ゴ
ー
ラ
』

を
読
む
） 

丹
羽
京
子

イ
ン
ド
思
想
史
Ａ
（
イ
ン
ド
思
想
と
宗
教
の
潮
流
を
概
観
す
る
）

 

宮
本
久
義

イ
ン
ド
思
想
史
Ｂ
（
イ
ン
ド
思
想
史
） 

宮
本
久
義

イ
ン
ド
仏
教
史
Ａ
（
釈
尊
の
覚
り
と
そ
の
展
開
） 

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
仏
教
史
Ｂ
（
大
乗
仏
教
と
は
何
か
） 

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
（
仏
教
の
仏
と
神
々
の
図
像
学
的
考
察
）

 

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ｂ
（
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
・
東
南
ア
ジ
ア
の
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
美
術
） 

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
Ｂ 

朴　

亨
國
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
舞
踊
《
秋
》（
イ
ン
ド
舞
踊
・
バ
ラ
タ
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
ム
の
実
技
と

理
論
） 

久
保
田
幸
代

イ
ン
ド
文
化
概
論
Ａ
（
イ
ン
ド
芸
能
の
多
様
性　

─
そ
の
中
心
と
周
縁
）

 

小
西
公
大

イ
ン
ド
文
化
概
論
Ｂ
《
春
》（
文
学
を
通
し
て
見
る
イ
ン
ド
文
化
）

 

宮
本　

城
（
Ⅰ
）
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イ
ン
ド
文
化
概
論
Ｂ
《
秋
》（
ヴ
ィ
ン
デ
ィ
ヤ
山
脈
の
頂
き
か
ら
イ
ン
ド

文
学
を
見
る
） 

高
橋
孝
信
（
Ⅱ
）

海
外
文
化
研
修
《
春
》（
現
地
へ
赴
い
て
文
化
と
歴
史
の
実
際
を
体
験
し

よ
う
） 

橋
本
泰
元

韓
国
語
Ａ 

佐
藤　

厚
（
Ⅰ
）

韓
国
語
Ｂ 

佐
藤　

厚
（
Ⅱ
）

韓
国
仏
教
史
《
秋
》 

佐
藤　

厚
（
Ⅱ
）

韓
国
文
化
事
情
Ａ
Ｂ
（
韓
国
語
を
学
び
、
韓
国
文
化
を
知
ろ
う
）

 

金　

蘭
美

漢
文
訓
読
法
《
春
》（
漢
文
法
の
基
礎
知
識
） 

坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
Ｂ
①
（
初
め
て
中
国
語
を
学
ぶ
人
の
た
め
の
授
業
。
簡
単

な
日
常
会
話
と
基
礎
的
な
文
法
表
現
に
つ
い
て
） 

坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
②
（
中
国
語
初
級
会
話
入
門
） 
吉
田
雅
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ｂ
②
（
中
国
語
初
級
会
話
） 
吉
田
雅
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
Ｂ
③
（
発
音
を
中
心
に
学
ぶ
初
級
中
国
語-
１
）

 

波
多
野
眞
矢
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
Ｂ
③
（
発
音
を
中
心
に
学
ぶ
初
級
中
国
語-

２
）

 

波
多
野
眞
矢
（
Ⅰ
）

キ
リ
ス
ト
教
概
論
《
春
》（
キ
リ
ス
ト
教
の
誕
生
と
そ
の
背
景
を
思
想
的
・

歴
史
的
に
た
ど
り
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
特
徴
を
学
ぶ
）

 

山
中
利
美
（
Ⅰ
）

近
世
日
本
思
想
Ａ
（
日
本
近
世
の
宗
教
と
思
想
（
十
六
・
十
七
世
紀
を
中

心
に
）） 

伊
藤　

聡

近
世
日
本
思
想
Ｂ
（
日
本
近
世
の
宗
教
と
思
想
（
十
八
・
十
九
世
紀
を
中

心
に
）） 

伊
藤　

聡

近
代
化
と
東
洋
《
秋
》（
東
洋
は
近
代
化
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
）

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉 

伊
吹　

敦
（
Ⅱ
）

現
代
に
生
き
る
仏
教
《
春
》（
現
代
の
社
会
問
題
に
関
わ
る
「Engaged 

Buddhism

」
に
つ
い
て
、
日
本
・
ア
ジ
ア
・
米
国
な
ど
の
事
例
か
ら

学
ぶ
） 

戸
松
義
晴
（
Ⅱ
）

現
代
の
イ
ン
ド
《
秋
》（
イ
ン
ド
近
・
現
代
の
政
治
思
想
家
）

 

宮
本
久
義
（
Ⅱ
）

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
入
門
）

 

沼
田
一
郎
（
Ⅰ
）

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
初
級
文
法
）

 

渡
邉
郁
子
（
Ⅱ
）

坐
禅
《
春
》（
こ
こ
ろ
の
坐
り
に
よ
っ
て
、
自
己
と
向
き
合
う
）

 

篠
塚
純
海
（
Ⅱ
）

写
経
《
春
》 

張
堂
興
昭
（
Ⅰ
）

宗
教
学
概
論
Ａ
（
多
様
な
る
教
理
と
実
践
の
世
界
） 

島
田
茂
樹

宗
教
学
概
論
Ｂ
（
華
麗
な
る
文
化
と
芸
術
の
世
界
） 

島
田
茂
樹

宗
教
社
会
学
Ａ
（「
宗
教
」
の
社
会
性
と
個
人
性
） 

冨
澤
か
な

宗
教
社
会
学
Ｂ
（
イ
ン
ド
の
社
会
と
宗
教
と
そ
の
理
解
） 

冨
澤
か
な

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
Ｂ
（
仏
教
な
ど
諸
宗
教
に
お
け
る
聖
者
と
は
）

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉 

岩
井
昌
悟

書
道
史
Ａ
（
中
国
書
道
史
（
書
体
の
変
遷
史
）） 

蓮
見
行
廣
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書
道
史
Ｂ
（
中
国
書
道
史
（
書
風
の
変
遷
）
と
日
本
書
道
史
） 

蓮
見
行
廣

神
道
史
Ａ
（
神
仏
習
合
思
想
の
形
成
と
展
開
（
古
代
）） 

伊
藤　

聡
（
Ⅰ
）

神
道
史
Ｂ
（
神
仏
習
合
思
想
の
形
成
と
展
開
（
中
世
）） 

伊
藤　

聡
（
Ⅰ
）

総
合
Ⅰ
Ａ
Ⅰ
Ｂ
①
（
東
洋
と
西
洋
の
共
生
論
）〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉

 

山
田
利
明

総
合
Ⅲ
Ｂ
（
東
洋
大
学
井
上
円
了
哲
学
塾
－
哲
学
実
践
講
座
）〈
オ
ム
ニ

バ
ス
形
式
〉 

河
地　

修

 

山
口
し
の
ぶ

総
合
Ⅷ
Ａ
①
（
日
本
の
近
代
化
と
東
洋
大
学
─
井
上
円
了
の
哲
学
と
実
践

─
〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉） 

渡
辺
章
悟

チ
ベ
ッ
ト
語
Ａ
（
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
文
法
） 

山
口
し
の
ぶ

チ
ベ
ッ
ト
語
Ｂ
（『
法
華
経
普
門
品
（
観
音
経
）』
を
読
む
） 

山
口
し
の
ぶ

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
史
《
春
》 

山
口
し
の
ぶ

中
国
学
概
論
Ａ
Ｂ
（
中
国
学
の
〈
可
能
性
〉） 
小
路
口
聡

中
国
学
研
究
法
Ａ
Ｂ
（
中
国
学
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
） 
坂
井
多
穂
子

中
国
現
代
文
学
史
Ａ
《
春
》（
─
中
国
二
〇
世
紀
文
学
の
歩
み
─
）

 

馬　

雪
峰
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅳ
Ⅵ
Ａ
Ｂ 

田
中
路
子

中
国
語
Ⅴ
Ⅶ
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
で
作
文
） 

馬　

雪
峰

中
国
語
Ⅳ
Ａ
Ｂ 

杉
江
淑
子
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅵ
Ａ
Ｂ 

杉
江
淑
子
（
Ⅱ
）

中
国
語
学
演
習
Ａ
Ｂ
（
名
言
と
笑
い
話
で
覚
え
る
中
国
語
）

 

馬　

雪
峰
（
Ⅰ
）

中
国
哲
学
講
読
Ａ
Ｂ
①
（
道
家
の
思
想
） 

山
田
利
明

中
国
哲
学
講
読
Ａ
Ｂ
②
（『
天
道
溯
原
』
講
読
） 

中
村　

聡
（
Ⅰ
）

中
国
哲
学
史
Ａ
Ｂ 

山
田
利
明
（
Ⅰ
）

中
国
哲
学
特
講
Ⅰ
Ａ
（
宋
明
儒
学
思
想
入
門
─
朱
子
学
入
門
─
）

 

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）

中
国
哲
学
特
講
Ⅰ
Ｂ
（
宋
明
儒
学
思
想
学
入
門
─
陽
明
学
入
門
─
）

 

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）

中
国
哲
学
特
講
Ⅱ
Ａ
Ⅱ
Ｂ
①
（
仙
人
伝
の
研
究
） 

山
田
利
明

中
国
の
美
術
Ａ
（
先
史
～
南
北
朝
時
代
の
中
国
美
術
） 

萩
原　

哉
（
Ⅰ
）

中
国
の
美
術
Ｂ
（
隋
唐
～
明
清
時
代
の
中
国
美
術
） 

萩
原　

哉
（
Ⅰ
）

中
国
の
美
術
Ａ
Ｂ
（
中
国
の
仏
教
・
道
教
を
中
心
と
し
た
宗
教
美
術
史
）

 

田
中
知
佐
子
（
Ⅱ
）

中
国
仏
教
史
Ａ
（
初
伝
期
か
ら
南
北
朝
ま
で
） 

伊
吹　

敦

中
国
仏
教
史
Ｂ
（
隋
代
か
ら
現
代
ま
で
） 

伊
吹　

敦

中
国
文
化
史
Ａ
Ｂ
（
入
門
と
手
ほ
ど
き
） 

播
本
崇
史

中
国
史
概
説
Ａ
Ｂ 

竹
内
洋
介
（
Ⅰ
）

中
国
史
概
説
Ａ
Ｂ 

竹
内
洋
介
（
Ⅱ
）

中
国
文
学
講
読
Ａ
Ｂ 

川
崎
ミ
チ
コ
（
Ⅰ
）

中
国
文
学
講
読
Ａ
Ｂ
②
（
杜
甫
を
読
む
） 

坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

中
国
文
学
史
Ａ
（
先
秦
か
ら
秦
漢
ま
で
） 

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

中
国
文
学
史
Ｂ
（
魏
晋
南
北
朝
か
ら
唐
代
ま
で
） 

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

中
国
文
学
特
講
Ⅰ
Ａ
Ⅰ
Ｂ
（
台
湾
の
文
化
・
文
学
と
歴
史
を
学
ぶ
）

 

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）
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中
国
文
学
特
講
Ⅱ
Ａ
Ⅱ
Ｂ
①
（「
敦
煌
文
献
」
概
説
） 

川
崎
ミ
チ
コ
（
Ⅰ
）

中
国
文
学
特
講
Ⅱ
Ａ
Ⅱ
Ｂ（
宋
代
の
文
学
作
品
を
読
む
─
詩
を
中
心
に
─
）

 

坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

中
国
文
献
学
Ａ
Ｂ 

川
崎
ミ
チ
コ
（
Ⅰ
）

中
国
文
字
学
Ａ
Ｂ 

坂
本
頼
之

哲
学
概
説
Ａ
Ｂ
（
自
分
の
頭
で
考
え
て
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
と
い
う

こ
と
） 

渡
邉
郁
子
（
Ⅱ
）

東
西
交
渉
文
化
史
Ａ
（
前
近
代
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
歴
史
と
文
化
）

 

青
木
雅
浩

東
西
交
渉
文
化
史
Ｂ
（
二
〇
世
紀
の
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
） 

青
木
雅
浩

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅰ
Ｂ
（
ア
ジ
ア
映
画
か
ら
見
た
ア
ジ
ア
世
界
）

 

深
尾
淳
一
（
Ⅱ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅱ
Ａ
（
南
ア
ジ
ア
の
音
楽
文
化
と
宗
教
思
想
）

 
田
森
雅
一
（
Ⅰ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅱ
Ｂ（
バ
リ
島
の
芸
能
か
ら
人
間
の
創
造
性
を
学
ぶ
）

 

山
本
早
良
紗
（
Ⅰ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅲ
Ａ
（
東
ア
ジ
ア
絵
画
史
） 

北
野
良
枝
（
Ⅰ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅲ
Ｂ
（
中
国
伝
統
演
劇
の
世
界
） 

有
澤
晶
子
（
Ⅰ
）

東
南
ア
ジ
ア
仏
教
史
《
春
》（
ス
リ
ラ
ン
カ
及
び
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お

け
る
上
座
仏
教
の
国
家
的
受
容
と
そ
の
変
遷
過
程
の
理
解
、
ま
た
主
要

経
典
と
基
本
的
仏
教
用
語
の
把
握
） 

藪
内
聡
子

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
①
（
イ
ン
ド
思
想
・
文
化
の
研
究
─
イ
ン
ド
古
代

社
会
・
文
化
史
の
諸
問
題
─
） 

沼
田
一
郎
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
③
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
・
文
化
の
研
究
Ⅰ
）

 

橋
本
泰
元
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
④
（
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
研
究
） 渡
辺
章
悟
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑤
（
初
期
仏
教
研
究
） 

岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑦
（
禅
文
献
を
読
む
） 

伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑧
（
仏
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
芸
術
・
文
化
研
究
）

 

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑩（
朱
熹『
論
語
集
注
』を
読
む
─
朱
子
学
入
門
─
）

 

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑪
（
中
国
の
歴
史
と
思
想
） 

山
田
利
明
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑫
（
漢
詩
の
分
析
と
鑑
賞
） 

野
間
信
幸
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
①
（
イ
ン
ド
思
想
・
文
化
の
研
究
─
イ
ン
ド
古
代

社
会
・
文
化
史
の
諸
問
題
─
） 

沼
田
一
郎
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
②
（
仏
教
思
想
の
研
究
） 

竹
村
牧
男
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
③
（
東
洋
芸
術
文
化
研
究
） 

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
④
（
漢
詩
の
分
析
と
鑑
賞
） 

野
間
信
幸
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
Ｂ 

小
路
口
聡
（
Ⅰ
代
表
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
Ｂ 

沼
田
一
郎
（
Ⅱ
代
表
）

東
洋
の
身
体
論
《
春
》（
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
ど
う
見
る
か
）〈
オ
ム
ニ
バ

ス
形
式
〉 

伊
吹　

敦
（
Ⅱ
）

日
本
漢
学
Ａ
Ｂ
（
日
本
で
は
漢
学
を
如
何
に
学
ん
で
来
た
の
か
）

 

坂
本
頼
之

日
本
の
美
術
Ａ
Ｂ
（
日
本
美
術
の
現
在
、
過
去
、
未
来
） 

藤
澤　

紫
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日
本
仏
教
史
Ａ
Ｂ
（
日
本
の
仏
教
を
行
学
二
道
の
視
点
よ
り
理
解
す
る
）

 

蓑
輪
顕
量
（
Ⅰ
）

日
本
仏
教
史
Ａ
（
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
あ
ゆ
み
と
社
会
・
文
化　
　
　

─
仏
教
伝
来
か
ら
鎌
倉
仏
教
（
前
半
）
ま
で
─
） 

橘
川
智
昭
（
Ⅱ
）

日
本
仏
教
史
Ｂ
（
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
あ
ゆ
み
と
社
会
・
文
化　
　
　

─
鎌
倉
仏
教
（
後
半
）
か
ら
明
治
時
代
以
後
の
仏
教
ま
で
─
）

 

橘
川
智
昭
（
Ⅱ
）

パ
ー
リ
語
Ａ
Ｂ
（
聖
典
に
直
に
触
れ
る
） 

岩
井
昌
悟

比
較
宗
教
Ａ　
　

 

松
野
智
章

比
較
宗
教
Ｂ　
　

 

松
野
智
章

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ａ
（
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
入
門
Ⅰ
） 

橋
本
泰
元

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ｂ
（
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
入
門
Ⅱ
） 

橋
本
泰
元

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
論
Ａ
Ｂ
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
思
想
を
学
ぶ
） 

橋
本
泰
元

仏
教
漢
文
Ａ
（
経
典
と
注
釈
書
を
読
む
） 
伊
吹　

敦

仏
教
漢
文
Ｂ
（
浄
土
教
文
献
・
禅
文
献
、
史
伝
を
読
む
） 
伊
吹　

敦

仏
教
思
想
概
論
Ａ
（
─
仏
教
と
は
何
か
─
） 

渡
辺
章
悟

仏
教
思
想
概
論
Ｂ
（
仏
教
の
思
想
と
そ
の
展
開
） 

渡
辺
章
悟

仏
教
思
想
特
講
Ⅰ
Ａ
（
空
の
世
界
に
何
が
あ
る
の
か
） 

渡
辺
章
悟

仏
教
思
想
特
講
Ⅱ
Ａ
（
禅
思
想
の
形
成
と
社
会
と
の
交
渉
） 

伊
吹　

敦

仏
教
思
想
特
講
Ⅰ
Ｂ
（
華
厳
の
思
想
） 

金
本
拓
士

仏
教
思
想
特
講
Ⅱ
Ｂ
（
密
教
の
思
想
） 

金
本
拓
士

仏
教
思
想
特
講
Ⅲ
Ａ
（
す
べ
て
は
解
脱
の
た
め
に
） 

岩
井
昌
悟

仏
教
思
想
特
講
Ⅲ
Ｂ
（
念
仏
の
思
想
の
特
性
を
理
解
す
る
） 

本
多
静
芳

仏
教
思
想
特
講
Ⅳ
Ａ
（
唯
識
思
想
論
） 

橘
川
智
昭

仏
教
思
想
特
講
Ⅳ
Ｂ
（
天
台
の
思
想
） 

林　

鳴
宇

仏
教
と
社
会
福
祉《
秋
》（
現
代
社
会
に
お
け
る
仏
教
福
祉
の
意
義
と
課
題
）

 

戸
松
義
晴

仏
教
の
芸
能
《
秋
》（
仏
教
伝
統
歌
謡
の
基
本
を
学
び
実
修
し
て
み
よ
う
）

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉 

橋
本
泰
元

ヨ
ー
ガ
《
春
》（
実
践
を
と
お
し
て
思
想
を
学
ぶ
） 

番
場
裕
之

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
《
春
》（
論
理
的
な
も
の
の
考
え
方
を
身

に
つ
け
よ
う
） 

伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

 

川
崎
ミ
チ
コ
（
Ⅱ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
②
《
春
》（
大
学
に
お
け
る
研
究
と
は
）

岩
井
昌
悟

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
③
《
春
》 

山
田
利
明

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
④
《
春
》 

小
路
口
聡

イ
ン
ド
哲
学
科
開
講
科
目

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ⅱ
Ａ
・
Ⅱ
Ｂ
（
実
践
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
中

級
） 

渡
辺
章
悟

宗
教
科
教
育
論
《
春
》（
仏
教
と
教
育
に
つ
い
て
） 

成
瀬
良
徳

宗
教
科
指
導
法
Ⅰ
・
Ⅱ
（「
宗
教
科
」
の
教
育
と
指
導
） 

成
瀬
良
徳

中
国
哲
学
文
学
科
開
講
科
目

中
国
哲
学
演
習
Ⅱ
（
程
頤
『
周
易
程
氏
伝
』・
朱
熹
『
周
易
本
義
』
を
読
む
）
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辻
井
義
輝

中
国
哲
学
研
究
法
（『
性
理
字
義
』
を
読
む
） 

小
路
口
聡

中
国
哲
学
特
講
Ⅱ
②
（
宋
代
思
想
概
説
） 

辻
井
義
輝

中
国
文
学
演
習
Ⅱ
（『
史
記
』「
高
祖
本
紀
」
を
読
む
） 

坂
井
多
穂
子

中
国
文
学
演
習
Ⅲ
①
（「
敦
煌
文
献
」
を
読
む
） 

川
崎
ミ
チ
コ

中
国
文
学
研
究
法
（
中
国
文
学
の
基
礎
知
識
） 

野
間
信
幸

中
国
文
献
読
解
法（「
中
国
」に
つ
い
て
の「
基
礎
知
識
」を
身
に
つ
け
よ
う
）

 

川
崎
ミ
チ
コ

〈
大
学
院
〉

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻

博
士
前
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ 

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅲ 

高
橋
孝
信

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ

 
宮
本
久
義

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
Ⅱ 

後
藤
敏
文

初
期
仏
教
研
究
Ⅰ 

池
田
練
太
郎

初
期
仏
教
研
究
Ⅱ 

松
村
淳
子

大
乗
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ 

渡
辺
章
悟

大
乗
仏
教
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ 

山
口
し
の
ぶ

中
国
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ 

伊
吹　

敦

日
本
仏
教
研
究
Ⅳ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ 

竹
村
牧
男

日
本
仏
教
研
究
Ⅱ 

林
田
康
順

博
士
後
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ 

宮
本
久
義

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ 

橋
本
泰
元

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ 

 

渡
辺
章
悟

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ 

山
口
し
の
ぶ

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ 

伊
吹　

敦

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ 

竹
村
牧
男

〈
大
学
院
〉

中
国
哲
学
専
攻

博
士
前
期
課
程

中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅳ 

山
田
利
明

中
国
哲
学
演
習
Ⅱ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ 

小
路
口
聡

中
国
哲
学
研
究
Ⅰ 

山
田
利
明 

中
国
哲
学
特
論
Ⅲ 

小
路
口
聡

中
国
文
学
演
習
Ⅰ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ 

有
澤
晶
子

中
国
文
学
特
論
Ⅰ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ 

野
間
信
幸

中
国
文
学
特
論
Ⅱ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ 

坂
井
多
穂
子

博
士
後
期
課
程

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ 

野
間
信
幸

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ 

有
澤
晶
子
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中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ 

小
路
口
聡

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅳ 

坂
井
多
穂
子

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅴ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ 

山
田
利
明
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二
〇
一
四
年
度
卒
業
論
文

イ
ン
ド
哲
学
科
卒
業
論
文

〈
Ⅰ
部
〉

河　
　

大
河 

親
鸞
の
思
想
の
要
諦
と
そ
の
生
涯

宮
浦　

和
久 

イ
ン
ド
映
画
文
化
史

齋
藤　

健
奨 

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
福
祉
精
神

石
倉　

徹 

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
研
究
─
精
神
医
学
を
中
心
に
─

釼
持　

聖 
B.R.

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
不
可
触
民
解
放
運
動
に
つ
い
て

 

─
思
想
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
─

玉
本　

千
幸 

植
民
地
時
代
の
北
イ
ン
ド
に
お
け
る
女
性
像

那
須
野　

永
莉 

仏
典
に
お
け
る
サ
ー
ン
キ
ヤ
思
想
の
研
究
─
真
諦
と
『
金

七
十
論
』
─

藤
原　

良
真 

チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
二
諦
説

常
塚　

勇
哲 

マ
ー
ラ
の
娘
に
つ
い
て

松
本　

和
久 

瞑
想
と
認
知
応
用
行
動
療
法
の
研
究
─
う
つ
病
を
治
療
す

る
仏
教
瞑
想
─

福
島　

幸
夫 

律
蔵
か
ら
み
た
沙
弥
に
つ
い
て

塚
越　

悠
貴 

ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
説
話
の
研
究

山
下　

実
穂 

イ
ン
ド
・
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
絵
画
に
関
す
る
一
考
察

本
間　

華
穂 

近
現
代
の
イ
ン
ド
の
教
育
制
度
と
諸
問
題

藤
岡　

佑
太 

イ
ン
ド
の
祭
り
に
お
け
る
祭
礼
の
研
究
と
水
か
け
祭
り
の

比
較

川
口　

あ
い 

イ
ン
ド
の
人
々
と
動
物
の
か
か
わ
り

水
野　

安
未
吏 

イ
ン
ド
更
紗
が
衣
服
の
革
命
を
起
こ
す

 

─
互
い
の
文
化
を
尊
重
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
─

宇
野　

翔
太 

イ
ン
ド
近
代
産
業
に
お
け
る
カ
ー
ス
ト
の
実
態
に
つ
い
て

岡
田　

渉
吾 

初
期
仏
教
に
お
け
る
「
住
」

野
崎　

瞬 

イ
ン
ド
の
女
性
問
題

應
本　

小
町 

イ
ン
ド
に
お
け
る
女
性
の
在
り
方

柿
内　

裕
美
子 

パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
─
文
学
か
ら
わ
か
る
イ
ン
ド
─

高
橋　

一
平 

イ
ン
ド
の
不
可
触
民
に
つ
い
て

堀　

亜
湖 

イ
ン
ド
言
語
哲
学
─
文
法
学
者
バ
ル
ト
リ
ハ
リ
─

菊
地　

良
介 

『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
に
お
け
る
主
要
な
聖
地
に
ま
つ
わ
る

神
話

高
木　

和
貴 

天
台
宗
の
修
行　

─
得
度
・
加
行
を
中
心
と
し
て
─

早
川　

博
之 

南
イ
ン
ド
在
地
社
会
の
変
化
─
植
民
地
支
配
と
制
度
を
通

し
て
─

奥
野　

あ
お
い 

作
品
と
時
代
か
ら
見
る
タ
ゴ
ー
ル
の
思
想

中
村　

桃
果 

ス
ィ
ク
教
の
特
異
性
に
関
す
る
考
察

吉
野　

峰
央 

欧
米
に
お
け
る
ラ
ヴ
ィ
・
シ
ャ
ン
カ
ル
の
音
楽
と
生
涯
を

通
し
た
試
み

給
前　

剛 

カ
ー
ス
ト
制
が
イ
ン
ド
に
も
た
ら
し
た
も
の

林
田　

萌 

バ
リ
島
に
お
け
る
儀
礼
に
つ
い
て
─
通
過
儀
礼
と
葬
式
儀

礼
に
見
る
死
生
観
─
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山
本　

宙 

祭
り
、
神
輿
渡
御
か
ら
見
た
町
会
の
姿

丸
山　

穂
乃
香 

プ
レ
ー
ム
チ
ャ
ン
ド
の
短
編
小
説
か
ら
見
る
英
領
イ
ン
ド

星
野　

晴
香 
イ
ン
ド
に
お
け
る
女
神
崇
拝

伊
藤　

陽
介 
古
代
イ
ン
ド
の
聖
仙

西
澤　

光 
イ
ン
ド
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
か
ら
見
る
女
性
の

地
位
と
イ
ン
ド
社
会
の
封
建
制
に
つ
い
て
─
そ
の
現
状
と

対
策
を
巡
っ
て
─

武
熊　

慎
太
郎 

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
治
療
と
実
践
に
関
す
る
一
考
察

伊
藤　

圭
亮 

『
聖
☆
お
に
い
さ
ん
』
の
人
気
の
秘
密
を
探
る

永
島　

萌 

仏
教
の
中
の
女
性
差
別

水
嶋　

優
太 

敦
煌
石
窟
寺
院
（
莫
高
窟
）
に
お
け
る
歴
史
変
遷

佐
藤　

悠
造 

サ
ル
マ
ン
・
ラ
シ
ュ
デ
ィ
に
よ
る
「
歴
史
」
の
共
有

湯
浅　

輝
音 

イ
ン
ド
と
日
本
の
死
生
観
の
違
い

棹
山　

真
衣 

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
女
性
の
地
位
に
つ
い
て

黒
河
内　

義
晴 

ア
ジ
ア
発
祥
マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
研
究

 

─
日
本
国
内
に
お
い
て
カ
バ
デ
ィ
・
セ
パ
タ
ク
ロ
ー
・
武

術
太
極
拳
は
な
ぜ
知
名
度
が
低
い
の
か
─

山
中　

崇
史 

西
田
幾
多
郎
と
禅

大
谷　

香
留
奈 

ガ
ネ
ー
シ
ャ
と
歓
喜
天
─
造
形
と
信
仰
の
諸
形
態
─

大
澤　

賢
介 

東
イ
ン
ド
会
社
の
支
配
と
崩
壊

中
殿　

靖
見 

初
期
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
文
献
及
び
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
論
と
そ
の
比
較

佐
藤　

仁
美 

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
に
お
け
る
業
と
時
間
の
関

係
性

山
本　

千
歩
里 

ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
・
グ
ル
の
思
想
研
究

 

─
ひ
と
つ
の
カ
ー
ス
ト
、
ひ
と
つ
の
宗
教
、
ひ
と
つ
の
神

─

藁
谷　

真
美 

ダ
ル
マ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
に
お
け
る
輪
廻
思
想
の
研
究

 

─
『
マ
ヌ
法
典
』
に
見
ら
れ
る
行
為
論
の
革
新
性
─

菅
野　

智
也 

ユ
ン
グ
心
理
学
に
学
ぶ
東
洋
人
の
あ
り
方
に
つ
い
て

松
井　

梓 

陰
陽
道
と
安
倍
晴
明

青
木　

彩
季 

サ
ー
ン
キ
ヤ
思
想
─
知
に
よ
る
解
脱
─

〈
Ⅱ
部
〉

畑
中　

匠 

急
成
長
す
る
イ
ン
ド
経
済
の
背
景

岩
田　

恵
理 

写
経
と
漢
訳
大
蔵
経

滝　

和
久 

北
イ
ン
ド
音
楽
の
変
容
に
つ
い
て
の
考
察

金
子　

友
紀 

『
ヘ
ー
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
・
タ
ン
ト
ラ
』
研
究
─
第
１
章
「
一

切
如
来
の
身
語
心
た
る
ヘ
ー
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
族
の
章
」
を
中

心
と
し
て
─

飛
鷹　

郁
未 

「
阿
頼
耶
識
」
の
中
に
は
何
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る
の
か

中
川　

裕
太 

真
言
密
教
に
お
け
る
観
法
に
つ
い
て
─
興
教
大
師
覚
鑁
に

お
け
る
阿
字
観
─

中
国
哲
学
文
学
科
卒
業
論
文

加
藤
輝 
台
湾
文
学
と
張
文
環
に
つ
い
て

矢
部
数
馬 
李
白
の
詩
の
中
の
月
に
つ
い
て
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藤
崎
絢
子 

司
馬
遷
の
人
格
形
成

水
早
龍
介 

切
韻
系
韻
書
の
韻
目
の
排
列
に
つ
い
て

栗
原
大
志 

詩
聖
杜
甫
と
詩
仙
李
白
に
お
け
る
両
者
の
関
係

秋
里
優
衣 
中
国
の
色
に
つ
い
て

髙
柳
志
織 
孟
子
が
貫
い
た
道
徳
主
義
と
現
代
社
会

吉
田
牧
希 

四
柱
推
命
に
お
け
る
私
の
運
命
─
─
占
い
が
も
た
ら
す
影

響
─
─

海
老
澤
樹
雲 

新
し
い
戦
争
と
孟
子
の
義
戦
─「
正
義
」と
は
？
─

峰
尾
隼 

現
代
に
生
き
る
陽
明
学

井
上
雄
介 

明
代
・
清
代
の
中
国
社
会
に
儒
学
思
想
が
与
え
た
影
響
に

つ
い
て

中
島
沙
季 

『
太
平
廣
記
』
に
お
け
る
鬼
の
性
質

宮
田
紗
也
加 

日
本
台
湾
統
治
期
に
お
け
る
台
湾
の
公
学
校

新
井
翔
太 

台
湾
に
お
け
る
日
本
統
治
時
代
前
期
の
教
育

 

　

─
井
沢
修
二
が
行
っ
た
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
─
─

三
浦
す
み
れ 

唐
宋
の
茶

山
口
竜
児 

遣
唐
使
に
纏
わ
る
苦
悩

福
永
彩
生 

孟
子
の
思
想
・
教
育
と
、
現
代
の
日
本
の
教
育

浅
野
綾
水 

孟
子
の
民
本
思
想
の
行
方

佐
藤
智
博 

呂
赫
若
の
描
く
「
近
代
」
と
「
伝
統
」

 

　

─
『
台
湾
文
学
』
期
作
品
を
中
心
と
し
て
─
─

福
島
佳
澄 

『
藍
色
夏
恋
』
か
ら
見
る
台
湾
の
若
者

米
山
夏
鈴 

性
善
説
と
日
本
の
教
育
に
つ
い
て

阿
久
澤
巧 

『
高
僧
伝
』
に
お
け
る
神
異
篇
の
意
義
に
つ
い
て

岩
井
明
日
香 

那
宅
太
子
の
受
容
と
変
遷

豊
川
優
未 

孟
子
の
理
想
と
現
実
世
界

青
木
柚
紀
子 

李
賀
「
馬
詩
二
十
三
首
」
に
お
け
る
比
喩
表
現
に
つ
い
て

伊
藤
真
実 

親
日
の
き
っ
か
け
─
八
田
與
一
の
活
躍
─

岡
上
奈
菜 

『
史
記
』
に
見
る
司
馬
遷
の
批
評
精
神

駒
形
千
鶴 

京
劇
「
花
木
蘭
」
木
蘭
の
女
性
性
の
表
現

磯
部
亮
太 

死
生
観
─
荘
子
と
武
士
道
か
ら
見
る
─

荒
珠
実 

呉
濁
流
の
作
品
か
ら
読
み
取
る
日
本
統
治
下
の
台
湾

小
澤
夕
莉 

『
魯
冰
花
』
小
説
と
映
画
の
比
較

橋
本
和
佳 

白
居
易
の
半
生
─
友
で
あ
る
元
稹
と
の
交
流
を
中
心
に
─

菊
池
厚
基 

高
密
県
東
北
鄕　

莫
言　

魂
の
王
国

藤
山
菜
津
美 

『
論
語
』
の
現
代
に
お
け
る
意
味
と
役
割

横
塚
優
季 

『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
関
羽
と
義

森
田
明
香 

王
弼
注
『
老
子
』
の
存
在
論

松
澤
七
侑 

格
差
是
正
の
糸
口
を
つ
か
む
─
「
均
」「
和
」「
安
」
の
理

念
を
中
心
と
し
て
─

大
場
照
義 

『
論
語
』
に
み
る
理
想
の
教
師
像

堀
越
一
哉 

陶
淵
明
の
詩
に
お
け
る
酒

大
学
院
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
修
士
論
文

小
林
史
子 

鈴
木
大
拙
と
ア
メ
リ
カ

尾
上　

海 
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
研
究
─
ア
ヨ
ー
デ
ィ
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ヤ
ー
問
題
を
中
心
に

伊
藤　

頼
人 

愛
は
世
界
を
混
乱
さ
せ
る
の
か
─
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』

に
お
け
る
愛
と
ク
シ
ャ
ト
ラ
ダ
ル
マ
の
相
克
─

グ
ス
テ
ィ
・
ア
ユ
・
ク
ト
ゥ
ト
・
プ
ス
パ
ワ
テ
ィ

 
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
儀
礼
研
究
─
パ
ン
チ
ャ
・

ヤ
ド
ニ
ャ
お
よ
び
葬
送
儀
礼
を
中
心
に
─

大
学
院
中
国
哲
学
専
攻
修
士
論
文

趙　

徳
偉 

中
国
哲
学
に
お
け
る
四
句
教
の
意
義
─
王
陽
明
思
想
再
考

─

水
野
あ
ゆ 

中
国
児
童
文
学
の
誕
生
─
葉
聖
陶
を
中
心
に

盛
田
綾
希 

白
澤
考
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